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33・1900 年-平成 3・1991 年)が彫刻師へと転業したことを明らかにした。 
 
第 3 章は、第 2 章と同じ目的であり、幕末以降、代々に杢太郎を襲名し、明治、大正、昭
和中期にかけて社寺建築専業として活動した沢根五十里の間島杢三屋家の活動について論じ
た。そして、間島家が、江戸時代以来の職能や技術・技能を維持するように活動を続けてお
り、大正以降における 3 代目間島杢太郎(明治 11・1878 年-昭和 29・1954 年)の活動において
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1868 年)1 月 17 日、維新政府によって第一次官制が発布され、太政官の中に神祇科がおかれた。
神祇科は、2 月 3 日の官制改革では神祇事務局、明治 2 年(1869)4 月 21 日には神祇官となり、7




月 8日の官制改革では、神祇官は太政官の上におかれることになった。明治 4(1871)年 8 月 8日に
は、神祇官に代わり神祇省がおかれ、明治 5年(1872)3 月 14 日に教部省に改称、明治 10 年(1877)1
月に教部省が廃止され、内務省社寺局がおかれた。そして、明治 33 年(1900)4 月 26 日、内務省社
寺局が神社局と宗教局とに分かれ、神社局が神社行政を司り、昭和 15 年(1940)11 月 9 日には、神
社局に代わり神祇院がおかれ、昭和 21 年(1946)2 月 2 日に廃止された。 
明治以降の神社制度は、明治初年の神道国教化政策に端を発し、天皇崇拝の体系として整備強
化されていった。慶応 4 年 3 月 13 日の祭政一致の布告、3 月 28 日の神仏判然令、明治 4 年 5 月

















































































































社 315 社が存在している 10)。そして、近世社寺建築が多く現



















相川 124 64 60
佐和田 69 24 45
金井 59 17 42





羽茂 45 28 17
小木 40 22 18
赤泊 40 20 20



















































い。表 2 は『新潟県の近世社寺建築 新潟県近世
社寺建築調査報告書』[新潟県教育委員会 1985]
において 2次調査の対象となった近世社寺建築の
一覧であるが、16 ヶ寺 22 棟、5社 5棟と僅かで 
あり、ほかに公的機関による調査報告はない。また、表 3 は文化財指定を受けている建造物の一


















妙宣寺 五重塔 阿仏坊 国指定
蓮華峰寺 骨堂 小比叡 国指定
下相川相川宗徳町 国指定
小比叡神社 拝殿 小比叡 県指定
長谷寺 五智堂 長谷 県指定
慶宮寺 八祖堂 宮川 県指定
大日霊神社 大日堂 新穂瓜生屋 県指定
浜河内 県指定
木崎神社 本殿 小木町 県指定
大蓮寺 山門 羽茂本郷 県指定
千種丙 市指定
沢根五十里 市指定
白山神社 石鳥居 宿根木 市指定
真輪寺 一石五輪塔 真野 市指定
泉甲 市指定
春日神社 能舞台 三川 市指定
総鏡寺 善宝寺 沢根篭町 市指定
宿根木 市指定
長安寺 仁王門 久知河内 市指定
二宮神社 能舞台 二宮 市指定
白山神社 能舞台 山田 市指定
八幡若宮神社 能舞台 下長木 市指定
佐渡国分寺 瑠璃堂 国分寺 市指定
竹田 市指定



















茂村山の高野家は 17 世紀前期から 19 世紀後期まで大工業を継承し、蓮華峰寺(小比叡)を得意場










保 11・1840 年-明治 24・1891 年)は江戸に修行に出たと伝わる 17)。また、初代近陽の生家である
関口家は、六郎右衛門(不詳)、辰五郎(天保 2・1831 年-不詳)、文蔵(万延元・1860 年-大正 14・





























































































































































































図 1 工匠の分布図 12) 















第 3 章「沢根五十里の間島杢三屋家と 3 代目間島杢太郎の建築活動について」では、19 世紀前
期以降、社寺建築専業として活動する沢根五十里の間島家について、当家に所蔵される史料の分
析を行い、系譜や出自、経歴とともに 3代目間島杢太郎(明治 11・1878 年-昭和 29・1954 年)の建
築活動の内容を明らかにした。そして、間島家の活動が昭和 30 年頃まで続き、3 代目間島杢太郎
が内務省神社局・神祇院と関係する神社造営に関わる活動を展開していたことを指摘した。 
第 4 章「近代佐渡における真野宮御造営と 3 代目間島杢太郎について」では、内務省神社局技
手による設計のもと、3代目間島杢太郎が棟梁として造営した真野宮社殿の建築的特徴を示し、御
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あった。そして、大久保長安が慶長 8年(1603)から病没する慶長 18 年(1613)まで佐渡総奉行を勤


















































表 1 17 世紀前期に来島したとされる工匠 










№⑩蓮華峰寺弘法堂(小比叡 慶長 14・1609 年)が現存し、№⑭旧真光寺(真光寺)と№⑯羽黒山
正光寺(羽黒)は廃寺となっている。そして、№③春日神社本殿(相川下戸村 元禄 14・1701 年)、
№⑥松前神社本殿(松ヶ崎 宝暦 3・1753 年)、№⑦大願寺本堂(四日町 明和元・1764 年)、№⑧木
崎神社本殿(小木町 元禄 8・1695 年)、№⑨金北山神社本殿(真光寺 延宝 2・1674 年)、№⑩蓮華




が水田與左衛門である 6)。また、元和 5 年(1619)に社殿を現在地に移しているが、棟札によると
大工が水田与左衛門であり 7)、「佐渡相川志」によると社頭建立の棟梁が石見四郎左衛門であった
という 8)。 
№⑥松前神社本殿は、宝暦 3 年のもので、大工棟梁は小倉の市川與三郎である 9)。表 3 は、慶
長 14 年の年紀のある棟札に記載される関係者一覧であるが、「大檀那大久保石見守長安」とあり、
御大工が播州明石[    ]門、頭領が富田助右衛門で、ほかに小工 11 名の名前と出身地が記してあ
る。それらの出身地は、播州 1名、備前 4名、京都 6名、伯耆 1名、越前 1名である 10)。 
№⑦大願寺本堂は、明和元年のもので、棟梁は河原田町の清水政國豊喜である 11)。『真野町史 上
巻』によると棟札をもとに慶長 14 年に大久保長安による造営があったとしており、表 4は、その
棟札に記載される関係者一覧であるが、大工が播州明石の水田与左衛門、棟梁が備前岡山の富田




助右衛門で、ほか 15 名の工匠の名前と出身地が記してある。それらの出身地は、播磨 3名、備前
4名、摂津 2名、山城 3名、大和 1名、越前 3名、江戸 1名である 12)。 
№⑧木崎神社本殿は、元禄 8年のものである 13)。表 5は、慶長 14 年の年紀のある棟札に記載さ
れる関係者一覧であるが、「国司大久保石見守長安御武運長久」とあり、御大工が水田與左衛門尉、
棟梁が富田助衛門尉と田中與次衛門尉で、福原長左衛門尉、春日内匠助、椎孫左衛門のほか工匠





では記されていないが、延享元年(1744)、慶長 14 年、元和 9年(1623)、寛永 2年(1625)の年紀の
ある金北山本堂と称する建築の造営に関する棟札があったとし、大久保長安、大工播州明石住水
田与左衛門、頭梁飛田助左衛門、鎮目市左衛門惟明などが造営に関わったことが記してある 17)。 
№⑩蓮華峰寺弘法堂は、慶長 14 年のものである。表 6 は、慶長 14 年の年紀のある墨書に記載
される関係者一覧であるが、大工が播州明石の水田対馬守政次、頭梁が備州岡山の富田助右衛門
で、ほか 16名の工匠の名前と出身地が記してある。それらの出身地は、播磨 3名、備前 2名、津
(伊勢国)3 名、伊那(信濃国)1 名、甲州 1名、越前 1名、遠江 1名、佐州羽茂 6名で、ここでも羽
茂の工匠が関わっている 18)。 




与左衛門によって造立されたことが記してある 21)。「長安が連れてきた番匠」には、慶長 13 年の
年紀のある棟札の抜粋記述があり、表 7 は、棟札に記載される関係者一覧であるが、水田与左衛




門のほか 14 名の工匠の名前と出身地が記してある。それらの出身地は、播州 5名、備州 2名、摂























表 2 大久保長安や水田与左衛門が関係して造営された社寺建築一覧 
造営年代


































































拝殿 松ヶ崎 慶長14・1609年 『佐渡神々のおやしろ』[新潟県神社庁佐渡地区協議会 2005]
昭和2・
1927年 棟札


















































⑭ 旧真光寺 山門 真光寺 元和期(1615-24)
前掲『子山佐渡志』
(棟札写)前掲『二宮村誌』 17世紀中期 絵様





























































































表 3 松前神社本殿(松ヶ崎)棟札(慶長 14・1609 年)に記載される関係者一覧 
 






























表 4 大願寺本堂(四日町)棟札(慶長 14・1609 年)に記載される関係者一覧 




























表 5 木崎神社本殿(小木町)棟札(慶長 14・1609 年)に記載される関係者一覧 
















































































表 6 蓮華峰寺弘法堂(小比叡)墨書(慶長 14・1609 年)に記載される関係者一覧 





















衛門と備前岡山の富田助右衛門が中心的な役職についている 24)。そして、播磨 15 名、備前 10 名
と播磨、備前から工匠が多く来ており、弟子を多く引き連れてきたことが予想される。そして、
摂津 8 名、京 6 名、山城 4 名、大和 1 名と畿内からも来ており、佐渡の社寺建築文化が、社寺建






























表 7 羽黒山正光寺(羽黒)棟札(慶長 13・1608 年)に記載される関係者一覧 




























表 8 慶長期の造営史料に記載される出身地別の工匠一覧 
播磨 備前 摂津 京 山城 大和
水田与左衛門 冨田助右衛門 田中与次衛門 村岡□兵衛 大西次郎兵衛 次郎助
清水茂左衛門 飛田助左衛門 米村与八郎 重蔵 岡村半兵衛
松井五郎右衛門 理右衛門 米屋四右衛門 弥吉 与八郎
左谷理衛門 与市郎 林六左衛門 勘拾郎 半右衛門
松村理兵衛 市左衛門 白髪□半三郎 □□□










石見 伯耆(境) 越前 加賀 能登 佐渡
重左衛門 久衛門付 市村作左衛門 勘兵衛 勝吉 高野甚六










伊勢 伊那 遠江 甲斐 江戸 市河
理衛門付 福原長左衛門 長嶋右衛門 小宮山与左衛門 加藤角左衛門 牛兵へ
加藤角左衛門 孫左衛門
助十郎










































































































































































































































































蓮華峰寺弘法堂(小比叡 慶長 13・1608 年 図 2,写真 1)と小比叡神社本殿(小比叡 寛永 17・1640
年 図 4,写真 3)は、繊細かつ洗練された建築である。そして、近世佐渡の社寺建築文化が畿内を
はじめ西日本地域から影響を受けたことが窺える。 




























































写真 2 蓮華峰寺弘法堂(小比叡) 絵様  
頭貫木鼻 
図 3 蓮華峰寺弘法堂(小比叡) 絵様拓本  
頭貫木鼻 
写真 1 蓮華峰寺弘法堂(小比叡) 左上：全景 右上：正面および側面 左下：細部意匠 右下：須弥壇厨子 



























 図 5 小比叡神社本殿(小比叡) 絵様拓本  
庇虹梁型頭貫 
写真 4 小比叡神社本殿(小比叡) 絵様  
庇虹梁型頭貫 
写真 3 小比叡神社本殿(小比叡) 左上：全景 右上：身舎正面 左下：庇細部意匠 右下：身舎細部意匠 






















る。寛永 3年(1626)に 52 歳で没したという。 
2 代目与左衛門は、寛永 11 年(1634)に四郎三郎と一緒に「大工
頭」についていたとある 29)。 
3 代目弥五左衛門智為は、榎並四郎三郎 30)にかわり 9 歳で御普
請所に勤め、貞享 4年(1687)に隠居したという。 
4 代目与左衛門久信は、御普請所に勤め、正徳 3 年(1713)に隠
居したという。 
5 代目与左衛門盈信は、正徳 3年に「御普請所定役」につき、享保 9年(1724)に御役御免となり、





が、春日神社鳥居(相川下戸村)棟札(春日神社所蔵 延宝 9=天和元・1681 年)では「御大工頭」31)、
春日神社本殿棟札(春日神社所蔵 元禄 14・1701 年)では「検使」32)、春日神社拝殿並廊下棟札(春
日神社所蔵 宝永 6・1709 年)と春日神社御殿鳥井修復棟札(春日神社所蔵 享保 7・1722 年)では「御
普請役」についており 33)、役職が「大工」から「御大工」「検使」「御普請役」へと変わっている。 











































































































































































































































































































































初代七左衛門武知は、正徳 5 年に「御普請所棟梁」に、正徳 6 年(1716)に「御普請所大工頭」
に 35)、享保期(1716-36)に「御普請所定役」につき、享保 8年(1723)に 50 歳で没したという。 
2 代目七郎右衛門禰栄は、享保 8 年に「御普請所定役」につき、享保 18 年(1733)には地方役に
なったとされる。 
春日神社御殿鳥井修復棟札(春日神社所蔵 享保 7・1722 年)では、吉田七左衛門武矩が水田与左
衛門盈信と一緒に「御普請役」に 36)、大山袛神社屋根葺替(相川下山之神)棟札(大山袛神社所蔵 享






























造営 44)、元禄 7年(1694)の加茂神社本殿(栗野江)再建 45)、元禄 11 年(1698)の正光寺東照宮(羽吉)






















勝廣寺本堂(両津湊 元禄14年 図7,写真5)と春日神社本殿(相川下戸村 元禄7年 図9,写真7)、
加茂神社本殿(栗野江 元禄 7年 図 11,写真 9)は、洗練かつ繊細された上方風の細部意匠をもつ建
築である。 
勝廣寺本堂は、桁行 17.3ｍ、梁行 15.5ｍの入母屋造平入、桟瓦葺で、前面に向拝 1 間が付く。
平面は内陣、外陣、余間からなり、正面と側面に入側縁を廻らす。基本的な真宗本堂の構成であ




の絵様(図 10,写真 8)と似ている。また、矢来虹梁の絵様(図 8・写真 6-中)は木瓜状の渦文と若葉
文様、正円の渦文と若葉文様を組み合わせた2種類のものを一箇所にほどこした特徴的なもので、


















































































写真 5 勝廣寺本堂(両津湊)  
左上：正面 左下：外陣より内陣を見る 右上：矢来中備蟇股 右下：外陣より後列右余間を見る 
 






































写真 8 春日本殿本殿(相川下戸村) 絵様  
向拝虹梁型頭貫 








写真 7 春日神社本殿(相川下戸村) 左上：社殿全景 右上：正面 左下：身舎細部意匠 右下：向拝細部意匠 
 































































写真 9 加茂神社本殿(栗之江)  
1 段目左：全景 右：身舎細部意匠 2 段目左：身舎組物 右：唐破風庇内部  
3 段目左：向拝内部 中：身舎側面 右：向拝細部意匠  
4 段目左：身舎内部中備蟇股 中：向拝中備蟇股 




























写真 10 加茂神社本殿（栗之江） 絵様 左上：身舎内部虹梁型頭貫 右上：手挟 下：海老虹梁 
図 12 加茂神社本殿(栗之江) 絵様拓本 左上：身舎内部虹梁型頭貫 右上：手挟 下：海老虹梁 






日神社所蔵 宝永 6・1709 年)では、御普請役が水田与左衛門、大工棟梁が籠坂の太右衛門である
52)。春日神社御殿鳥井修復棟札(春日神社所蔵 享保 7・1722 年)では、御普請役が水田与左衛門盈
信と吉田七左衛門武矩、大工棟梁が八木与三兵衛である 53)。大山袛神社屋根葺替(相川下山之神町)
























川二丁目裏町 現存せず)造営、明治 23 年(1890)の下山之神東照宮(相川下山之神町 現存せず)造
営などに関わったと伝わる 58)。 
春日神社廊下(相川下戸村)棟札(春日神社所蔵 寛政 3・1791 年)では、「御普請所定番匠棟梁」
に木島甚左衛門がついている 59)。 




大山袛神社幣殿屋根葺替(相川下山之神町)棟札(大山袛神社所蔵 文政 9・1826 年)では、「御普
請所棟梁番匠」に松村七三郎源□□、「同定番匠」に木嶋甚次郎源周之がついている 61)。松村七三
郎源□□は、相川長坂町の松村七三郎である。 
大山袛神社鳥居棟札(大山袛神社所蔵 天保 2・1831 年)では、「御普請所棟梁番匠」に松村七三
郎源守業、「同定番匠」に木嶋惣五郎藤原周方、「同助」に木嶋惣兵衛藤原高行がつき 62)、春日神




















嶋甚吉藤原敬親、「定番匠」に福井竹十郎平兼盛が 66)、春日神社鳥居棟札(春日神社所蔵 慶応 2・
1866 年)では、「御普請所棟梁番匠」に木嶋甚吉藤原敬親、「定番匠見習」に井上周義源延之がつい
ている 67)。また、金毘羅神社鳥居(相川二丁目)棟札(金毘羅神社所蔵 元治元・1864 年)では、「御
普請方定番匠頭」に木嶋甚左衛門の倅である木嶋金平、「同定番匠」に井上紋右衛門の倅である井
上周蔵と木嶋惣兵衛がついている 68)。そして、中教院(現存せず 相川五郎左衛門町)棟札(相川郷
土博物館所蔵 明治 7年)では、「営繕方下掛」に木嶋甚吉 69)、相川東照宮(現存せず 相川下山之神
町)棟札(相川郷土資料館蔵 明治 23 年)では、「造営大工棟梁」に木嶋金平がついている 70)。 























吊られ、懸垂式となる。櫓工法の五重塔は、最勝院五重塔(青森県弘前市 寛文 6・1666 年)、感応
寺五重塔（東京都台東区谷中 寛政 3・1791 年 焼失）、日光東照宮五重塔(栃木県日光市 文政元・






ると、心柱として約 21m の杉材を注文しており、現存する五重塔(心柱の長さ約 19m)と同規模の高
さの三重塔が計画されている 72)。しかし、造営事業は、相川奉行所の審査による中断や資金集め




失したという 73)。また、本間茂三右衛門が文政 9 年(1826)から安政 5 年(1858)に相川長坂町に住
んでいたことが確認できる 74)。しかし、その経歴は不明である。妙宣寺五重塔は、本間茂三右衛


































































































































図 13 妙宣寺五重塔(阿佛坊) 平面図 




























写真 11 妙宣寺五重塔(阿佛坊) 左列 上：全景 中：心柱 下：心柱を貫く貫材  
右列 上：五層目 中上：三層目 中：初層 中下：初層細部意匠 下：初層礎石部分 




























写真 12 妙宣寺五重塔建地割図(藤井家所蔵)  
左列 上：全体 下：初層-2 層目 右列 上：相輪-5 層目 中上：5層目 中下：4層目 下：3 層目 下：2層目 




















に関わり、小工についている 86)。そして、高野甚右衛門が、18 世紀前期から 19 世紀後期にかけ
て活動しており、元禄 2 年(1689)の安隆寺仁王門(小木町)造立 87)、元禄 3 年(1690)の蓮華峰寺護
摩堂造営 88)、元禄 4 年(1691)の小比叡神社本殿(小比叡)修理 89)、正徳元年(1711)の安隆寺客殿建
立 90)、享保元年(1716)に白山神社本殿(宿根木)造営 91)、享保 16 年(1731)の安隆寺番神堂造営、享
保 17 年(1732)の安隆寺本堂再建に関わっている 92)。また、木崎神社本殿(元禄 8・1695 年)、蓮華
峰寺唐門(18 世紀前期)の意匠は、安隆寺本堂・祖師堂・仁王門と似ており、高野甚右衛門によっ
て造営された可能性が考えられる。さらに、明和 9 年(=安永元・1772 年)の海潮寺本堂(小木町)
造営 93)、安永 6 年(1767)の蓮華峰寺金堂修理 94)、寛政 5 年(1793)の西方鉢割観音堂(羽茂西方)造




営 95)、寛政 5年の蓮華峰寺燈籠堂造立 96)、文政 2年(1819)の海老名家住宅(羽茂西方)造営 97)、天
保 4 年(1833)の智光坊観音堂(大倉谷)造営 98)、天保 7 年(1836)の赤坂観音堂(羽茂小泊)造営 99)、
文久 3年(1863)の白山神社本殿(宿根木)再建 100)に関わり、高野甚六が明治 4年(1871)の木崎神社
鳥居造営 101)に関わっている。なお、蓮華峰寺密厳堂は天保 15 年(=弘化元年・1844)造営と伝わり、
蓮華峰寺八祖堂は 18 世紀前期のものと考えられるが、確証は得られていない。 
高野家は、中世から続く在郷の家系であり、蓮華峰寺弘法堂や木崎神社本殿の造営では慶長期




高野甚右衛門による安隆寺仁王門(小木町 元禄 2 年 図 14,写真 13)、祖師堂(享保 17 年 図 16,
写真 15)、本堂(正徳元年 図 18,写真 17)などは、地方色をもつ本格的な建築である。そして、慶
長期に来島した工匠による建築、長坂番匠による 18 世紀前期の建築との関連性は認められない。 
安隆寺仁王門は、正面 3 間、側面 2 間の三間一戸の八脚門で、桟瓦葺である。絵様は、彫が浅
く、線が細い。拳鼻の絵様(図 15・写真 14-左)は、渦文の巻き込みが浅く、丸まっていく渦の途
中から小さな葉が 5枚のびる。 
祖師堂は、正面 3 間、側面 4 間の寄棟造、茅葺形銅板葺で、前面に向拝 1 間が付く。平面は、
側面前方 1 間分を外陣、側面後方 3 間分を内陣としている。絵様は、彫が浅く、線が細い。仏壇
木鼻の絵様(図 17・写真 16-上左)は、渦文の巻き込みがやや浅い。向拝虹梁型頭貫の絵様(図 17・
写真 16-上右)は、渦文が木瓜状となる。仏壇拳鼻の絵様(図 17・写真 16-上中)は、渦文の巻き込
みが浅く、丸まっていく渦の途中から小さい葉が 3 枚のびる。海老虹梁の向拝側の絵様(図 17-右
下、写真 16-下)は、渦文が正円を描き、若葉文様は幅が広い。海老虹梁の身舎側の絵様(図 17-左
下・写真 16-下)は、丸まっていく渦の途中から小さい葉が 5 枚のび、若葉文様は幅が広くなり、
左右に枝分かれしている。 




本堂は、桁行 20.5m、梁行 15.0m、大規模な入母屋造平入の桟瓦葺で、前面に唐破風造の向拝 1








虹梁型頭貫の絵様(図 10・写真 8)や加茂神社本殿(栗野江)の身舎内部虹梁型頭貫の絵様(図 12・写
真 10-左上)と比べて繊細さに欠けるものの古式を示している。また、入側縁虹梁の絵様(図 19・
写真 17-下)は、勝廣寺本堂(両津湊)の矢来虹梁の絵様(図 8・写真 6-中)や加茂神社本殿の手狭の
絵様(図 12・写真 10-右上)に比べて繊細さに欠け、若葉文様が発達した表現をしている。仁王門
の拳鼻や木鼻の絵様(図 15・写真 14)、祖師堂の拳鼻の絵様(図 17・写真 16-上中)は、渦文の巻き
込みが浅く、地方色を感じる。特徴的なものは、祖師堂の海老虹梁身舎側の絵様(図 17-左下、写
真 16-下)や本堂内部の仏壇木鼻の絵様(図 19・写真 18-上)であり、正円を描く渦文の途中から小
さな葉がのび、若葉文様が左右に枝分かれしており、独特な工夫がなされた発達した表現といえ












































写真 14 安隆寺仁王門(小木町) 絵様  
左：拳鼻 中：木鼻 右：拳鼻 
図 15 安隆寺仁王門(小木町) 絵様拓本  
左：拳鼻 中：木鼻 右：拳鼻 
 
写真 13 安隆寺仁王門(小木町) 左：全景 右：細部意匠 




























写真 15 安隆寺祖師堂(小木町)  
左上：全景 右上：身舎 左中：身舎細部意匠 右中：中備蟇股 左下：内陣 右下：仏壇細部意匠  











































写真 16 安隆寺祖師堂(小木町) 絵様  
上左：仏壇木鼻 上中：仏壇拳鼻 上右：向拝虹梁型頭貫 下：海老虹梁 














































図 17 安隆寺祖師堂(小木町) 絵様拓本  
上左：仏壇木鼻 上中：仏壇拳鼻 上右：向拝虹梁型頭貫  
左下：海老虹梁身舎側 右下：海老虹梁向拝側 




























写真 17 安隆寺本堂(小木町)  
左上：全景 右上：内陣 左中：内陣見上げ 右中：内陣細部意匠 左下：内陣天井 右下：内陣蟇股 
 




























写真 18 安隆寺本堂(小木町) 絵様  
上：仏壇木鼻 中：入側縁虹梁 下：入側縁虹梁 
図 19 安隆寺本堂(小木町) 絵様拓本  
上：仏壇木鼻 中：入側縁虹梁 下：入側縁虹梁 








延宝 6・1678 年没)から 15 代目知一(大正 6・1917 年-昭和 17・1942 年)まで記してある。藤井五
郎右衛門の名前の初出は、東照宮御神殿棟札(弘仁寺所蔵 明暦 2・1656 年)である 103)。しかし、
藤井家の出自は不明である。ただし、幕府直轄領地の佐渡における東照宮造営は重要な活動であ




藤井家の活動は、江戸時代を通して 300 年近い期間に渡って棟札や墨書などに確認でき、寺院 12




藤井五郎衛門による大蓮寺山門(羽茂本郷 貞享 2・1685 年 図 20,写真 19)、度津神社本殿(羽茂
飯岡 宝永 6・1709 年 図 22,写真 21)、称光寺山門(宿根木 享保 2・1712 年 図 24,写真 23)、菅原
神社本殿(羽茂本郷 享保 11・1726 年 図 26,写真 25)などは、地方色をもつ建築であり、慶長期に
来島した工匠による建築、長坂番匠による 18 世紀前期の建築との関連性も認められない。また、
同じ羽茂地域で活動する高野家による 18 世紀前期の建築との関係性は認められない。 
大蓮寺山門は、一間一戸の四足門で、銅板葺である。絵様は、彫が浅く、線が細い。拳鼻の絵
様(図 21・写真 20-右上・右下)は、渦文の巻き込みがやや浅い。虹梁型頭貫の絵様(図 21・写真
20-左上)は、渦文が木瓜状となり、若葉文様は大きく、幅が広くなりつつある。 













































藤井家の遺構に見られる組物の特徴は、ほかに物部神社本殿(小倉 元文 5・1740 年)や弘仁寺天
満宮(羽茂本郷 宝暦元・1751 年-明和 7・1770 年 写真 27)、松前神社本殿(松ヶ崎 宝暦 3・1753
年)、草刈神社本殿(羽茂本郷 天明 2・1782 年)などに確認できるが、それらの建築と藤井家との
関係は不明である。中でも、弘仁寺天満宮は、尾垂木および拳鼻付の七手先組物を詰組に配して
いる。また、禅宗様の傾向を示す建築として、慶宮寺八祖堂(宮川 文化 9・1812 年)が代表的な事
例に挙げられるが、その作風は藤井家の遺構と異なる。 
佐渡の社寺建築に見られる組物の形状や技法、配置方法は多様である。飛田治左衛門元久によ




























































写真 19 大蓮寺山門(羽茂本郷) 左上：全景 右上：側面 中：妻面 左下：蟇股表 右下：蟇股裏 




































図 21 大蓮寺山門(羽茂飯岡) 絵様拓本  
左上：虹梁型頭貫 右上：拳鼻 左下：海老虹梁 右下：拳鼻  
写真 20 大蓮寺山門(羽茂飯岡) 絵様  
左上：虹梁型頭貫 右上：拳鼻 左下：海老虹梁 右下：拳鼻  




























写真 21 度津神社本殿(羽茂飯岡)  











図 22 度津神社本殿(羽茂飯岡) 平面図 




























写真 22 度津神社本殿(羽茂本郷) 絵様  
上左：木鼻 上中：拳鼻 上右：虹梁型頭貫 下：海老虹梁 
図 23 度津神社本殿(羽茂本郷) 絵様拓本  
上左：木鼻 上中：拳鼻 上右：虹梁型頭貫 下：海老虹梁 




























写真 23 称光寺山門(宿根木) 左上：全景 右上：妻面 左下：細部意匠 右下：中備蟇股 




































図 25 称光寺山門(宿根木) 絵様 左上：木鼻 右上：拳鼻 下：虹梁型頭貫  
写真 24 称光寺山門(宿根木) 絵様 左上：木鼻 右上：拳鼻 下：虹梁型頭貫  






































図 26 菅原神社本殿(羽茂本郷) 平面図 
写真 25 菅原神社本殿(羽茂本郷)  
左上：全景 右上：身舎妻面および身舎細部意匠 左下：向拝細部意匠 右下：中備蟇股  




























写真 26 菅原神社本殿(羽茂本郷) 絵様  
上左：木鼻 上中：拳鼻 上右：虹梁型頭貫 下：海老虹梁 
図 27 菅原神社本殿(羽茂本郷) 絵様  
上左：木鼻 上中：拳鼻 上右：虹梁型頭貫下：海老虹梁 




























写真 27 弘仁寺天満宮(羽茂本郷) 左：全景 右：組物 
写真 28 蓮華峰寺八祖堂(小比叡) 上：全景 下：軒廻り 
図 28 蓮華峰寺八祖堂(小比叡) 組物断面図  
「近世社寺建築の細部装飾と様式」(櫻井敏雄『仏教芸術 170 号 
特集近世社寺建築』[毎日新聞社 1987]所収)より転載 




































































には石見銀山奉行となる。さらに、慶長 8年(1603)に佐渡奉行、慶長 11 年(1606)に伊豆の金
山奉行にも任ぜられ、石見・佐渡・伊豆の日本三大金銀山の奉行を兼任した。慶長 18 年(1613)4





3) 「佐渡相川志」[永弘寺十二世松堂 宝暦 3 年(1753)](『佐渡相川志』[田中圭一 1978]所収)



























4) 『佐渡相川郷土史事典』[本間寅雄 2002]の「味方但馬」を参照。 
味方但馬は、織田信長の家臣村井長門守の末裔であり、父は村井善左衛門である。慶長 9
年(1604)の 42 歳で佐渡に渡り、山師として鉱山を経営した。 
5) 春日神社所蔵の元禄 14 年(1701)の年紀のある棟札には、「元禄十四巳歳十一月朔日」「奉造立
春日大明神御殿」「佐州御奉行荻原近江守源頼臣重秀」「検使水田與左衛門」「大工棟梁籠坂住
飛田治左衛門」とある。細部意匠と併せ造営年代を判定した。 
6) 春日神社所蔵の慶長 12 年(1607)の年紀のある棟札には、「慶長十乙巳歳七月九日」「慶長十二
年八月九日」「奉當社造立勧請春日四所大明神若宮開基」「佐渡國御奉行大久保石見守藤原長
安」「大工水田與左衛門」とある。 











9) 松前神社所蔵の宝暦 3 年(1753)の年紀のある棟札には、「宝暦三癸酉年霜月二十五日」「佐渡
國羽茂郡松ヶ崎村/春日大明神/奉造立三間社宮一宇」「大工棟領同國雑太郡小倉村市川與三
郎」とある。細部意匠と併せ造営年代を判定した。 
10) 松前神社所蔵の慶長 14 年(1609)の年紀のある棟札には、判読できない箇所もあるが、「慶長
十四年」「奉造立多田浦/松前大明神[   ]」「大檀那大久保石見守長安御武運長久祈所」「御
代官横地卯左衛門」「御大工播州明石[   ]門」「頭領富田助右衛門」「播州[  ][   ]








12) 『真野町誌 上巻』[真野町誌編纂委員会 1976]の「大願寺」を参照。 
棟札を典拠に慶長 14 年(1609)に大久保長安によって行われた大願寺本堂再建について記
載がある。そして、「慶長十四年に建てられた建物はいまのこっていない。しかし、棟札に書










13) 木崎神社所蔵の元禄 8 年(1695)の年紀のある棟札には、「元禄八乙亥歳七月廿四日」「奉中興
建立佐州羽茂郡小木津昨日浦后四所大明神御宮一宇」「表書之御宮同拝殿中興新造立之所」と
ある。細部意匠と併せ造営年代を判定した。 




































































なお、『赤泊村史 上巻』[赤泊村教育委員会 1982]には、高森神社(南新保)所蔵の寛永 3年
(1626)の年紀のある棟札が掲載されており、「寛永三丙寅天卯月十四日誌之」「奉造立高森社
壇並拝殿各一宇」「大旦那甲イ国鎮目市左衛門守准明」「大工備前国藤原榎波四良三良/棟梁あ





26) 「佐州地役人分限由緒書」[山西篤之進久寿 嘉永‐万延頃(1848-60)](『佐渡相川の歴史 資











































































31) 春日神社所蔵の延宝 9年(=天和元・1681 年)の年紀のある棟札には、「延宝九辛酉歳七月吉日」
「奉造立春日大明神鳥居」「御大工頭水田與左衛門」「大工棟梁吉田長五郎」とある。 
32) 春日神社所蔵の元禄 14 年(1701)の年紀のある棟札には、「元禄十四巳歳十一月朔日」「奉造立




































36) 33)に挙げた享保 7年(1722)の年紀のある棟札を参照。 























































44) 引田部神社所蔵の元禄 6 年(1693)の年紀のある棟札には、「元禄六年癸酉十一月廿一日」「奉
造立引田部大明神宮殿一宇」「大工相川村/大工飛田治左衛門」とある。 
















50) 妙宣寺は、享保 21 年(=元文元年・1736)から三重塔婆の開山堂再建を計画しており、享保 21
年 5 月 14 日に飛騨重治郎が作成した材木の注文覚「三重開山堂材木注文之覚」が残る。 










52) 33)に挙げた宝永 6年(1709)の年紀のある棟札による。 
53) 33)に挙げた享保 7年(1722)の年紀のある棟札による。 










56) 「文政九年相川町町墨引」[文政 3年-9 年(1820-26)](『佐渡相川の歴史 史料集五 二見・相
川近世文書』[相川町史編纂委員会 1983]所収)によると、建築に関する職業は、嘉左衛門町
に家大工 1 人、庄右衛門町に家大工 3 人、諏訪町に家大工 3 人、大工町に家大工 3 人、左門
町に家大工 1 人、六右衛門町に家大工 1 人、上京町に家大工 3 人、中京町に家大工 2 人、八
百屋町に定番匠 1 人、夕白町に家大工 1 人、四十物町に家大工 1 人、米屋町に家大工 1 人、
下京町に家大工 1 人、長坂町に家大工 11 人と御普請所棟梁番匠 1 人、御普請所定番匠 2 人、




柴町に家大工 3 人、大間町に家大工 1 人、炭屋町に家大工 1 人、坂下町に家大工 5 人、材木
町に家大工 1 人、坂町に家大工 1 人、小六町に家大工 8 人、塩屋町に家大工 3 人、石扣町に
家大工 4 人と御普請所定番匠 1 人、羽田町に家大工 4 人と御蔵之定番匠 1 人、御普請所付定
番匠 1 人、一丁目浜町に家大工 3 人、一丁目表町に家大工 3 人、一丁目裏町に家大工 3 人、
江戸沢町に家大工 1 人、二丁目新浜町に家大工 1 人、二丁目浜町に家大工 2 人、二丁目に家
大工 1 人、二丁目表町に家大工 1 人、五郎左衛門町に家大工 2 人、三丁目に家大工 7 人と番
匠 1 人、中浜町に家大工 3 人、四丁目表町に家大工 1 人、馬町に家大工 1 人、下戸町に家大




57) 5 代目与左衛門盈信は、享保 9年(1724)に御役御免となり、享保 16 年(1731)に江戸で没して
いるため、年代的にも合致する。 






61) 大山袛神社所蔵の文政 9 年(1826)の年紀のある棟札には、「文政九丙戌歳十一月」「大山袛社
拝殿屋根葺替同箱棟新規仕付御紋五ツ同断」「御普請所棟梁番匠松村七三郎源□□/同定人足
頭今井儀兵衛源□□/同定番匠木嶋甚次郎源周之」とある。 
62) 大山袛神社所蔵の天保 2 年(1831)の年紀のある棟札には、「天保二卯年九月六日」「奉上棟大
山袛社鳥居再建」「御普請所棟梁番匠松村七三郎源守業…中略…同定番匠木嶋惣五郎藤原周方





63) 春日神社所蔵の天保 9 年(1838)の年紀のある棟札には、「天保九戌年四月廿八日」「春日若宮
社御造営」「棟梁番匠松村七三郎藤原守業…中略…定番匠木島惣五郎藤原周方」とある。 
64) 天保 5年(1834)の御普請所出火に伴う被害状況が記録にまとめたものである。 











69) 明治 7 年(1874)の年紀のある中教院棟札が、相川郷土博物館に所蔵されており、棟札には、
「明治七年四月廿二日」「奉上棟中教院造営」「営繕方下掛/木島甚吉/坂野要次/今井松田郎」
とある。 
















11 年(1828)のものである。したがって、文政 8 年から文政 10 年(1827)の期間にかけて普請
が行われた考えられ、細部意匠からも妥当な造営年代といえる。 















また、「屋舗帳」[安政 5 年(1858)10 月]の「長坂町」の北側における記述に、「同側/町役






「屋舗帳」は、宝暦 8 年(1758)の「相川屋舗明細帳」と元禄 7 年(1694)の畑屋舗検地帳を
もとにして、安政 5年 10 月に作製されてものとされる。大工町より上相川町迄二十六町、味
噌屋町より南沢町迄十八町、塩屋町より坂下町迄十五町、羽田町より下戸町迄十一町の四冊
にまとめられている。 














79) 建地割図は、縦 1,263 ㎜、横 430 ㎜である。そして、「六心ハ根也此上ニ五躰ヲ添テ七分也/
五七三十五ヲ加エ是レ秘事也又日岸ノ上ノ火ハ以水清シ水ノ上ノ火ハ以何清咄口傳アリ/弘
化二己巳年八月吉祥日/中川金蔵定軌/写之」と添書がある。 
80) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』、前掲『羽茂村誌』を参照。 






岡)所蔵の永正 16 年(1519)の年紀のある棟札には「大工権四郎左衛門」とある。 
81) 14)、18)を参照。 





83) 『佐渡の昔のはなし』[不苦楽庵主人編著 池田屋商店出版部 1941]を参照。 
84) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町史第三巻』には、17 代目高野太郎氏(明治 44・1911 年-昭




































































99) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』を参照。 
天保 7年(1836)の年紀のある赤坂観音堂厨子内部墨書には、「天保七申六月大工村山村高野
甚右衛門」とある。 










本建築学会技術報告集 第 18 巻 第 38 号』[2012.2]所収)を参照。 
103) 弘仁寺所蔵の明暦 2 年(1656)の年紀のある棟札には、「奉建立東照宮御神殿一宇」「明暦二丙
申年四月十有七日」「大工當村藤井五郎右衛門小工五人」とある。 





建築学会技術報告集 第 18 巻 第 39 号』[2012.6]所収)を参照。 



































































図 1 は、明石家と関口家の系譜である。表 1 は、明石家所蔵の「明石庄右衛門家過去牒」3)(以
下、「過去帳」)に記載される世代を一覧にしたものである。 








初代近陽は、明石家の 10 代目にあたり、近蔵源良永を名のっていた 8)。天保 11 年(1840)に新
穂潟上の関口辰右衛門家の六郎右衛門の次男に生まれ、25 歳の時に 9 代目明石庄平の養子となり




9)、明治 24 年(1891)9 月に 52 歳で没している 10)。また、安政 4 年(1857)に 17 歳で江戸に修行に
出て、大工・彫刻技術を習得し、7 年の歳月を経て帰郷したと伝わる 11)。近蔵のほか、近次郎、
近治と名のることもあり 12)、「近陽」という名は、近蔵の「近」に太陽の「陽」を取って、2代目
近陽が名のり始めたという 13)。熊野神社本殿棟札(北小浦 図 3)には、初代近陽の長男と称する明
石国蔵という人物がいる 14)。しかし、明石国蔵に関する記述は過去帳にない。そして、2 代目近
陽には養子の勘吉が継いでいる。 
2 代目近陽の勘吉は、慶応 3 年(1867)に鶴子の真後久次郎家の 7 代目真後鹿蔵の次男に生まれ、
13 歳で 10 代目明石近蔵(初代近陽)の養子となり、近蔵に技術を学び、日清、日露戦争に従軍、昭
和 3年(1928)に 62 歳で没している 15)。 
3 代目近陽の由太郎は、明治 33 年(1900)に 11 代目明石勘吉(2 代目近陽)の三男として生まれ、
大正 6 年(1917)に家業の大工を継ぐが、昭和初期には彫刻師へと転身している。平成 3 年(1991)
に 92 歳で没している 16)。 

















初代近陽の弟子は、八幡若宮神社本殿棟札(四日町 八幡若宮神社所蔵 明治 5・1872 年 図 2)に
11 人、熊野神社本殿棟札(北小浦 熊野神社所蔵 明治 12・1879 年 図 3)に 4 人、諏訪神社本殿棟
札(原黒 諏訪神社所蔵 明治 20・1887 年 図 4)に 4 人、「近陽事蹟」に 16 人が記されており、計
31 人が判明する。そして、弟子の居住地は、片辺 3 人、小川 2 人、達者 3 人、相川 4 人、沢根 2
人、河原田 4人、栗野江 1人、後山 1人、大久保 1人、竹田 2人、金井新保 2人、新穂潟上 1人、
両津 3 人と広範囲である。中には明石家と関口家が居住する沢根と新穂潟上の弟子もおり、居住
地の記載がない明石姓の 2 人は沢根の弟子と思われる。2 代目近陽の弟子は、「近陽事蹟」に 3 人





























































表 1 明石家所蔵の「明石庄右衛門家過去牒」に記載される世代一覧 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 4 諏訪神社本殿棟札 計 2枚 









































































































































































































































































































































































































































































































































図 2 八幡若宮神社本殿棟札 計 2 枚 
(四日町 八幡若宮神社所蔵 明治 5・1872 年) 
左：表面 左中：裏面 右中：表面 右：裏面 
図 3 熊野神社本殿棟札 計 2枚 
(北小浦 熊野神社所蔵 明治 12・1879 年) 

































































































































































































































































































































































































































氏名 出生地 生没年 典拠
文蔵 片辺 2
国蔵 片辺 2
中村周蔵 片辺 元治元・1864年生-昭和10・1935年11月24日没 1,7
寺岬福松 小川 嘉永6・1853年1月25日生-昭和4・1929年7月2日没 1,7
菊池福蔵 小川 嘉永5・1852年生 3
元治良 達者 2
三浦弥右衛門 達者 1
和倉勘吉源元儀 達者 天保9・1838年8月13日生-大正12・1923年8月9日没 1
池田兵蔵 相川下戸村 文久2・1862年生 3
篠塚周蔵 相川栄町 安政元・1854年生 3
藤井栄蔵 相川中京町 明治7・1874年3月14日生 1,7
菊池春蔵 相川町 1
明石寅蔵 記載なし 慶応2・1866年生 4
明石甚蔵 記載なし 慶応2・1866年生 4
古城愛三 沢根町 1
佐々木善蔵 沢根五十里 文久2・1862年生 4,7
佐々木国蔵 河原田町 1



















7.『澤根町史稿 第二輯』[澤根町公民館 1951]　　　　　8.『舟木の島』[本間雅彦 1971]
1.「明石匠家初代・二代近陽事蹟」[3代目近陽 1988]　2.八幡若宮神社本殿棟札(四日町 明治5・1872年)
5.木崎神社拝殿棟札(小木町 明治25・1892年)　　　　  6.「牛尾神社拝殿彫刻」牛尾神社宮司佐山氏所有　





表 2 初代明石近陽および 2代目明石近陽、関口文蔵の弟子一覧 26) 
 













初代近陽の建築活動は、慶応 2 年(1866)から明治 25 年(1892)にかけて計 15 件が挙げられ、妙
宣寺祖師堂新築(阿佛坊 明治 13・1880 年)、樹林寺山門新築(新穂大野 明治 14・1881 年)、瑞芳





菩提寺で、№3 の普門院は、明治元年(1868)に拝殿の建具を製作し、明治 13 年に神輿の製作を行
った加茂神社のもと別当寺であり、特有の繋がりをもとに活動している。 
八幡若宮神社本殿棟札(四日町 明治 5・1872 年 図 2)には、「年二十六才より/壹番ニ相川金ぴら
さんヲ立/弐番ニ新穂天神堂ヲ立/三番ニ善光寺のかねつき堂ヲ立/四番ニ四日町若宮の宮ヲ立」と
あり、初代近陽が 26 才から活動し、№1 万福院金毘羅神社本殿・幣殿・拝殿新築から活動が始め
たことが示される。また、2 番目と 3 番目に建てたという№5 定光坊天満宮本殿新築と№6 善光寺
鐘楼堂新築は新穂地域での活動であり、活動初期から活動範囲が広範囲であったことがわかる。 
2 代目近陽の建築活動は、明治 20 年(1887)から昭和 2年(1927)にかけて計 17 件が挙げられ、正




覚寺本堂新築(両津夷 明治 20 年)、瑞芳寺山門新築(住吉 明治 23 年頃)、日吉神社拝殿新築(新穂










3 代目近陽の建築活動は、大正 9 年(1920)から昭和 12 年(1937)にかけて計 5 件が挙げられ、ほ
とんどが 2代目近陽と一緒に行ったものである。したがって、実質的に大工業を営んでいたのが 2
代目近陽までであったことがわかる。 
関口家の建築活動は、明治 4年(1871)から大正 14 年(1925)にかけて計 13 件が挙げられ、№①,
②は時期的に辰五郎と思われ、№④,⑤,⑧,⑨,⑩,⑪,⑫,⑬は文蔵と判明している。また、大日孁
神社本殿新築(新穂瓜生屋 明治 13・1880 年)、正覚寺本堂新築(両津夷 明治 20・1887 年)、曼荼
羅寺本堂新築(沢根羽二生 明治 23・1890 年)、福島太郎右衛門家厨子製作(両尾 明治 24・1891 年
以前)、長安寺山門新築(久知河内 明治 30・1897 年頃)、来迎寺本堂新築(両津羽二生 明治 30 年)、
光輪寺本堂新築(立野 明治32・1899年以前)、東光院子王大権現新築(新穂長畝 明治33・1900年)、
度津神社拝殿新築(羽茂飯岡,明治 43・1910 年)、菅原神社能舞台新築(羽茂本郷 明治 45・1912 年
-大正 2・1913 年)、慈恩寺本堂屋根改修および向拝増築(新穂大野 明治年間)、慈恩寺山門新築(新
穂大野 明治年間)、青龍寺山門新築(青龍寺 明治年間)、宇賀神社境内社新築(両尾 明治年間)、
張弓神社能舞台新築(羽茂大橋 大正 3・1914 年)などは関口家の関与を示す伝承が残る 31)。社寺建





辰五郎は、世尊院本堂移築および再建(新穂潟上 安政 2・1855 年)に関わったとされており、江













も正覚寺本堂新築(両津夷 明治 20 年)では辰五郎が棟梁、2代目近陽が副棟梁につき、曼荼羅寺本

























































建物名および活動内容 所在地 存否 典拠 備考
安政2年(1855) ● 世尊院本堂移築および再建 新穂潟上 現存 f,g,h
下久知の猪俣五郎兵衛所有の堂を移築し、関口辰右衛門
が「棟梁」についたとされる(f,g,h住職談)。





2 慶応2年(1866) ○ 総鏡寺境内善宝寺新築 沢根籠町 現存 c,f,g,h
明治元年(1868) ○ 普門院大神宮七間社唐破風巻龍付大厨子製作 栗之江 現存 c,f,g,h 300工かかる(c)。
3 明治元年(1868) ○ 普門院庫裡茅葺入母屋彫刻一式製作 栗之江 現存 c
4 明治元年(1868) ○ 大願寺宝蔵新築 四日町 現存 c
5 明治元年(1868) ○ 定光坊天満宮本殿新築 上新穂 現存 a,c 1000工かかる(c)。八幡若宮神社本殿の棟札に「弐番ニ新穂天神堂ヲ立」とある(a)。
明治元年(1868) ○ 加茂神社拝殿唐戸四本製作 栗之江 現存 c 100工を受取り、同紋4つで12文かかる(c)。
明治2年(1869) ○ 東甚左衛門家大神宮二重屋根厨子製作 新穂井内 不明 c
















8 明治5年(1872) ○ 一宮神社本殿改修および幣殿・拝殿新築 宮川 現存 c 本殿は、近世期の三間社入母屋造妻入りである。





② 明治7年(1874) ○ 赤玉神社本殿新築 赤玉 現存 a 新穂潟上の関口辰右衛門が「番匠内」についている
10 明治8年(1875) ○ 熊野神社本殿改修および幣殿・拝殿新築 新穂青木 現存 c
本殿は近世期の三間社入母屋造平入りである。木鼻蟇股
十二面付(c)
明治8年(1875) ○ 白山神社鳥居新築 沢根五十里 不明 c
明治10年(1877) ○ 白山神社神輿壱基製作 沢根五十里 現存 c,f




明治13年(1880) ○ 加茂神社神輿壱基製作 栗之江 現存 c





明治13年(1880) ● 大日孁神社本殿新築 新穂瓜生屋 現存 e,g,h 明治13年に建てられたとされる(e)。新穂潟上の大工によると伝わる(g,h宮司談)。




12 明治15年(1882) ○ 多聞院山門新築 小川 現存 c,h 屋根内部に墨書があり、初代近陽の弟子である寺崎福松などの名前が記されていた(h寺岬栄壽氏談)。
明治16年(1883) ○ 天満宮神輿壱基製作 新穂大野 現存 c
13 明治17年(1884) ○ 白山神社社殿新築 南片辺 現存 a,c 本殿が明治14年(1881)建立で、3人の「棟梁」の中に、商売敵とされる間島杢太郎がいる(a)。
14 明治20年-23年(1887-90) ○ ○
諏訪神社本殿・幣殿・拝











明治20年(1887) ○ 祭礼用屋台製作 新穂町 不明 c 144工かかる(c)。
明治20年(1887) ● ● 正覚寺本堂新築 両津夷 現存 d,f 明治20年に再建したとある(d)、関口辰五郎が「棟梁」、2代目近陽が「脇棟梁」についたとされる(f)。
15 明治21年-25年(1888-92) ○
木崎神社本殿改修および












③ 明治22年(1889) ○ 白山神社本殿新築 新穂長畝 現存 a 長畝の須田宇兵衛が「棟梁」、関口辰右衛が「後見」につく(a)。
表 3 明石家および関口家の活動履歴の一覧 27) 



































明治23年(1890) ● 曼荼羅寺本堂新築 沢根羽二生 現存 f 関口文蔵が「棟梁」についたとされる(f)。




作 両尾 不明 f
⑤ 明治24年-32年頃(1891-99) ○ 牛尾神社社殿新築 新穂潟上 無 f 明治32年に焼失(f)。









⑥ 明治28年(1895) ○ 観音院天満宮新築 新穂長畝 現存 a 関口辰右衛門が「棟梁」につく(a)。
18 明治29年(1896) ○ 御禮智神社社殿新築 田ノ浦 現存 a,c 沢根五十里の大工10人位を雇う(c)。2代目近陽が「大工棟梁」につく(a)。
明治30年頃
(-1897-) ● 長安寺山門新築 久知河内 現存 g 新穂潟上の大工によると伝わる(g)。
19 明治30年(1897) ○ 樹林寺鐘楼堂新築 新穂大野 現存 b 大野の諸橋六平が「棟梁」、2代目近陽が「ほり仕」につく(b)。




明治30年(1897) ● 来迎寺本堂新築 羽二生 現存 f 両尾の渡辺仁左衛門が「棟梁」、辰右衛門が「彫塑師」についたとされる(f)。
20 明治31年(1898) ○ 蓮華峰寺本堂(客殿)・庫裏新築 小比叡 現存 c
明治32年以前
(-1899) ● 光輪寺本堂新築 立野 現存 g,h 新穂潟上の大工によると伝わる(g)。
21 明治32年前後(-1899-) ○
総鏡寺庫裡改築および増




明治33年(1900) ○ 河崎小学校所有彫刻「火伏ノ水龍」製作 河崎 現存 b
「大工棟梁/潟上辰右衛門作/当時佐渡一ノ彫刻家」とあ
る(b)。
明治33年(1900) ● 東光院子王大権現新築 新穂長畝 現存 d,g,h 明治33年に建てられたと伝わる(d)。関口家によると伝わる(g,h)。













明治36年(1903) ○ 日吉神社大鳥居新築 上新穂 無 c,f,i 鳥居再建を竣工する(i)。
24 明治40年(1907) ○ 本田寺山門新築 中原 現存 c 付属の木鼻獅子、虹梁彫など彫刻類一般も作製(c)。
25 明治41年-43年(1908-10) ○
長松寺本堂改修および向










よび向拝増築・彫刻製作 阿佛坊 現存 b,c,f
1000工かかる(c)。石造の向拝柱に明治45年の刻銘が彫
られる(b)。





年(1912-13) ● 菅原神社能舞台新築 羽茂本郷 無 f
関口文蔵が「棟梁」についたとされる。昭和50年に焼
失。
明治年間 ● 日吉神社拝殿新築 新穂舟下 現存 g,h 本殿は、近世期の三間社流造である。明石家によると伝わる(g,h管理者談)
明治年間 ● 慈恩寺本堂屋根改修および向拝増築 新穂大野 現存 g,h 新穂潟上の大工によると伝わる(g,h管理者談)。
明治年間 ● 慈恩寺山門新築 新穂大野 現存 g,h 新穂潟上の大工によると伝わる(g,h管理者談)。
明治年間 ● 青龍寺山門新築 青龍寺 現存 g,h 新穂潟上の大工によると伝わる(g,h住職談)。
明治年間 ● 宇賀神社境内社新築 両尾 現存 g,h 関口家によると伝わる(g,h仲町氏談)。
大正3年(1914) ● 張弓神社能舞台新築 羽茂大橋 現存 f 関口文蔵が「棟梁」につき、菅原神社能舞台の普請を見本に建築したとされる(f)。




作 栗之江 現存 b,c
内陣正面に飾る欄間「雲に天人」3枚組を製作、塗り仕
上げまで行う(c)。
大正7年(1918) ○ 普門院本堂向拝虹梁・海老虹梁・手狭彫物製作 栗之江 現存 c
虹梁型頭貫「波に向い龍」1丁、海老虹梁「波に鯉」2
丁、手挟の彫刻で180工かかる(c)。
大正8年(1919) ○ 普門院本堂向拝柱木鼻・蟇股彫物製作 栗之江 現存 c
向拝の木鼻彫刻「振面獅子」2面、蟇股彫物3面を作製
し、40工かかる(c)。
大正8年(1919) ○ 栄宝寺本堂内陣十六羅漢彫・右と左方立製作 新穂潟上 現存 c
大正9年-10年

































大正11年(1922) ○ ○ 嵐城嘉平家佛壇最高級品一基製作 真野新町 不明 c 塗りを含め1800工かかる(c)。












29 大正12年(1923) ○ ○ 泉慶寺本堂瓦屋根葺替 長谷 現存 c




大正14年(1925) ○ 光輪寺本堂欄間製作 立野 現存 b 「調工師関口文造」とある(b)。
⑩ 大正14年以前(-1925) ○ 二所神社社殿新築 旭 現存 f,h
師匠である関口文蔵と一緒に関わったという(h岩脇市蔵
氏談『舟木の島』)。
⑪ 大正14年以前(-1925) ○ 小田原神社社殿新築 豊岡 現存 f,h
師匠である関口文蔵と一緒に関わったという(h岩脇市蔵
氏談『舟木の島』)。
⑫ 大正14年以前(-1925) ○ 惣左衛門家 蚫 不明 f,h
師匠である関口文蔵と一緒に関わったという(h岩脇市蔵
氏談『舟木の島』)。
⑬ 大正14年以前(-1925) ○ 御禮智神社社殿新築 蚫 現存 f,h
師匠である関口文蔵と一緒に関わったという(h岩脇市蔵
氏談『舟木の島』)。











32 昭和4年(1929) ○ 白山神社本殿新築 沢根五十里 現存 a,b 小屋内部に「彫刻師三代目明石由太郎二十八才近陽」とある(b)。
昭和10年(1935) ○ 本光寺本堂改修および絵様彫物製作 沢根籠町 現存 d
商売敵である間島家による普請であり、3代目近陽は
「彫刻師」につく(d)。




f.地誌 g.伝承 h.ヒアリング i.佐渡新聞
番号のみ：明石家の建築活動
番号を○で囲ったもの：関口家の建築活動

























































































































































































































































































































石氏長男 38)、明石家弟子の計 5人が関わる。№14 諏訪神社本殿・幣殿・拝殿新築では、棟梁が地
元の職人で、その下に棟梁の長男と弟子 2 人の計 3 人を配し、後見棟梁が初代近陽で、その下に



















代目近陽がほり師をつとめている。№30 長松寺鐘楼門新築では、請負棟梁が 2 代目近陽で、その















表 4 職人一覧 表 3の№と対応 
 























③ 明治22・1889年 白山神社本殿 新穂長畝 棟領當所須田宇兵衛/後見潟上村関口辰右衛 A
15 明治25・1892年 木崎神社拝殿 小木町 大工正棟梁明石近蔵/同副棟梁伊藤文蔵 A
19 明治30・1897年 樹林寺鐘楼堂 新穂大野 棟梁諸橋六平/ほり仕五十里明石勘吉 B































羅神社拝殿(相川五郎左衛門町 慶応 2・1866 年 写真 1)は出組組物を組んで手先に拳鼻を付ける。
善光寺鐘楼堂(新穂瓜生屋 明治元・1868 年-5・1872 年 写真 4)は二手先組物を組んで一手目に尾
垂木、二手目に拳鼻を付ける。定光寺天満宮本殿(上新穂 明治元年 写真 3)や八幡若宮神社本殿(四
日町 明治 4・1871 年-5 年 写真 5)などは三手先組物を組んで二手目まで尾垂木、三手目に拳鼻を
付ける。組物の形状は、大斗上の肘木は直角の袖の角を丸め、手先の肘木は袖を斜めに切り、尾
垂木は木口を鋭角に切っている。そして、隅の柱上の組物は、隅行方向にも手先を出して尾垂木



















関口文蔵による牛尾神社拝殿(新穂潟上 明治 34・1901 年-41・1908 年 写真 9)は、組物が二手
先であり、その形状は初代近陽の遺構に見られる組物と類似しており、初代近陽と様式的な関連




八幡若宮神社本殿(四日町 図 6,写真 5)と諏訪神社本殿(原黒 明治 20・1887 年-23・1890 年 図
7,写真 7)、白山神社本殿(新穂長畝 明治 22・1889 年 図 8,写真 8)は、身舎と向拝の扱いが個性的
で、その空間構成に特徴がある。 
八幡若宮神社本殿は、一間社入母屋造、諏訪神社本殿と白山神社本殿は、三間社入母屋造で、




龍付大厨子(栗野江 明治元年 写真 2)は、正面 7間、側面 2間の身舎の前面に梁行 3間につくった
唐破風向拝 1 間を付けており、向拝の虹梁型頭貫上に組物を内側に向けて詰組に配し、向拝内部
に格天井を張る(写真 2-右下)。つまり、以上に挙げた神社本殿 3 棟に見られる身舎前方の空間に
おける上部の構成が、向拝空間に確認できる。このような空間構成の神社本殿は、佐渡では 18 世
紀前期から 20 世紀前期にかけて計 35 棟が確認できている 44)。したがって、初代近陽が活動初期
に手がけた神社本殿は、近世以来の佐渡に見られる神社本殿と関連性が窺える。そして、初代近
陽は、佐渡に見られる地域色をもつ神社本殿の形式を継承していることになる。一方、定光坊天
満宮本殿(写真 3)は前面に向拝 1 間が付く一間社入母屋造、熊野神社本殿(北小浦 明治 12・1879
年 写真 6)は一間社流造であり、一般的な構成をしている。 
 




























写真 1 万福院金毘羅神社拝殿(相川五郎左衛門町 慶応 2・1866 年) 左：全景 右：細部意匠  
 
 
写真 2 普門院大神宮七間社唐破風巻龍付大厨子(栗野江 明治元・1868 年)  
上：全景 左下：向拝正面 右下：向拝空間の見上げ 
 
 




























写真 3 定光坊天満宮本殿(上新穂 明治元・1868 年)  
左上：正面 右上：身舎細部意匠 左下：向拝組物 右下：向拝組物 右：身舎側面 
写真 4 善光寺鐘楼堂(新穂瓜生屋 明治元・1868 年-5・1872 年頃)  
左上：全景 右上：細部意匠 左下：内部天井 右下：隅の柱上の組物 




























写真 5 八幡若宮神社本殿(四日町 明治 4・1871 年-5・1872 年) 
左上：身舎側面 右上：正面 右中：身舎正面細部意匠 左下：隅の柱上の組物 右下：身舎前方空間の見上げ 
 





























































写真 6 熊野神社本殿(北小浦 明治 12・1879 年)  
左上：全景 右上：身舎細部意匠 左下：向拝細部意匠 右下：身舎組物 
 
 









































写真 7 諏訪神社本殿(原黒 明治 20・1887 年-23・1890 年)  
左上：全景 右上：正面 下左：身舎前方 1間内部 下中：向拝内部 下右：身舎側面  
 
 









































写真 8 白山神社本殿(新穂長畝 明治 22・1889 年)  
左上：正面 右上：身舎前方 1間内部  
下左：身舎前方 1 間および向拝内部 下中：身舎側面 下右：隅の柱上の組物 
 




























写真 9 牛尾神社拝殿(新穂潟上 明治 34・1901 年-41・1908 年) 上：全景 左下：拝殿向拝正面 右下：向拝内部 












初代近陽は、安政 4年(1857)の 17 歳から 7年間、兄の関口辰五郎と一緒に江戸に修行に出たと
されており、慶応 2年(1866)の 26 歳から佐渡での活動を開始している。明石庄右衛門家の建築活




























































昭和 6 年(1931)3 月に 12 代目当主である明石由太郎(3 代目近陽)が新調したものであり、
表紙に「明石庄右衛門家過去牒」とある。なお、本文中では、「過去帳」とする 







8) 八幡若宮神社本殿棟札(四日町 八幡若宮神社所蔵 明治 5・1872 年)には、「明石近蔵源良永」
















11) 前掲『澤根町誌稿 第二輯』および『潟上郷土史』[後藤億衛 潟上郷土史編纂委員会 1971]
による。 
12) 熊野神社本殿棟札(北小浦 熊野神社所蔵 明治 12・1879 年)には、「近次郎」、諏訪神社本殿棟


























22) 「明石匠家初代・二代近陽事蹟」は、普門院(栗之江)に所蔵されており、昭和 63 年(1988)
に 3 代目近陽がまとめ、3代目近陽が親交のあった普門院の住職に渡したものである。 



















28) 妙宣寺祖師堂新築については、前掲『澤根町誌稿 第二輯』に 2代目近陽が関わったことが示
されている。 
樹林寺山門新築については、住職によると 2代目近陽が彫刻を製作したという。 





29) 正覚寺本堂については、前掲『佐渡杣小誌-舟木の島-』に 2 代目近陽が「脇棟梁」であった
ことが示されている。 




























































37) 前掲『-佐渡杣小誌-舟木の島』と前掲『佐和田町史 町史編Ⅱ』による。 
38) 14)に同じ。 
39) 伊藤文蔵は、利済庵鐘楼棟札(椿 利済庵所蔵 明治 38・1905 年)に「棟梁」とある。 
稲葉由松は、御食神社本殿棟札(畑野宮川 御食神社所蔵 明治 30・1897 年)に「棟梁」とあ
る。 
寺崎福松は、戸川神社本殿・弊殿・神供所・籠所改築棟札(下相川 戸川神社所蔵 明治 29・
1896 年)に記されている。 
和倉勘吉は、白山神社本殿棟札(達者 白山神社所蔵 明治 20・1887 年)に「大工」とある。 




坂脇藤八は、大幡神社本殿・拝殿棟札(両津大倉 大幡神社所蔵 明治 42・1909 年)に「棟梁」、
羽黒神社鳥居棟札(両津羽黒 羽黒神社所蔵 大正 2・1913 年)・社殿棟札(羽吉 羽黒神社所蔵 
大正 9・1920 年)に「棟梁」、熊野神社社殿棟札(両津坊ヶ崎 熊野神社所蔵 大正 13・1924 年)
に「棟梁」とある。 













43) 「関東・甲信越地方の社寺建築」(平井聖『仏教藝術 170 号』[仏教藝術学会 1987.1])、「第
4 章 近世社寺建築の作事形態」(伊東龍一『近世社寺建築の研究 第二号』[奈良国立文化財
研究所 1990])などを参照。 
44) 『佐渡島に見られる神社本殿形式の研究』[松井大輔 芝浦工業大学大学院修士論文 2005]を
参照。 
当論文では 23 棟の神社本殿が報告されているが、その後の調査によって計 35 棟が確認で
きている。蓮華峰寺東照宮御霊屋(小比叡 18 世紀前期)と蓮華峰寺台得院御霊屋(小比叡 18






































第 3 章 
 

























































敷を構え 3)、門に「匠家/工術指南」と看板を掲げ 4)、2 人の子供を含む計 7 人の弟子を育成した
という 5)。また、文政 9年(1826)の孔子聖堂造営 6)において佐渡奉行所から棟梁に任命されたとい
う伝承がのこる 7)。元治元年(1864)に 73 歳で没している 8)。 
2 代目杢太郎は、天保 14 年(1843)に初代杢太郎の長男に生まれ、技術を学んだという。弟子は
2 人の子供を含む 9 人がおり 9)、ほかに数人いたとされる。大正 2 年(1913)に 71 歳で没している
10)。 
3 代目杢太郎は、明治 11 年(1878)に 2 代目杢太郎の長男に生まれ、本名を杢蔵という。2 代目






たという 13)。昭和 29 年(1954)に 77 歳で没している 14)。 
4 代目杢太郎は、大正 7 年(1918)に沢根町の山田與八家に生まれ、14 歳で間島家の養子相続人
となり、昭和 9年(1934)に 3 代目杢太郎に弟子入りしている 15)。 
初代杢太郎の次男金蔵は、はじめは大工業を継ぐが、沢根町の山田家の婿養子となり、上州館
林(群馬県館林市)の仏師武内仲慶 16)に仏師技術を学び、代々、與八を襲名する仏師の家系を築い
ている。大正 2年に 68 歳にて没したという 17)。 
2 代目杢太郎の次男喜蔵は、明治 13 年(1880)に生まれ、30 歳で分家し、田中町(沢根五十里)に
一家を構え、宮大工・彫刻師を継承する家系を築いている。また、分家する際に姓を間嶋と改め
ている 18)。そして、2 代目杢太郎に技術を学び、光運と号したという 19)。昭和 18 年(1943)に 64
歳で没している。間嶋喜蔵家は、明治 13 年に 14 歳で没した 2 代目杢太郎の長女コオを元祖とし
ており 20)、間嶋喜蔵家 3代目は長男の久蔵が継ぎ、昭和 59 年(1984)に没しており、間嶋喜蔵家 4


















・ 間島喜平次家は、初代が本間家 25)と矢島家 26)の姓からそれぞれの一字を取って間島姓を名
のったことに始まる。城之下(沢根五十里)に住む矢島家の長女が家宅を譲り受けて分家、沢
根炭屋町に居住し、本間家から伴侶を迎えて一家を建てて間島姓を名のった 27)。 
・ 2 代目は、次男の伊七郎が相続した。 
・ 3 代目は、長男の喜平次が継いだ。次男の杢太郎は分家して一家を構え、彫刻師として有名
であった。 
・ 4 代目は、長女のキヨが羽茂の酒川家から婿を取って継ぎ、大工業を営んでいた。 
「間島家系図」28)には、以上の情報と異なる点が見られるが 29)、総じて検討すると、間島喜平











初代杢太郎の弟子は、「工術指南名留長」に文政 12 年(1829)に弟子入りした 4 人が記されてお
り、地誌によると計 7人いるとし、子供 2人を含む 3人の氏名と出身地が記されている。そして、




子供 2 人を含む計 7 人が判明する。初代杢太郎の弟子の居住地は、沢根 4 人、玉崎 1 人であり、
玉崎の小澤喜三郎(不詳-明治 16・1883 年)は、沢根五十里に移住している。 
小沢喜三郎は、玉崎の古沢兵吉 34)の次男に生まれたという。そして、弟子の中でも優秀で、初
代杢太郎の長女を娶り、沢根五十里に一家を構えたと伝わる。明治 16 年に 70 歳余りで没したと
いう 35)。 
2 代目杢太郎の弟子は、「工術指南名留長」に明治 15 年(1882)から 17 年(1884)にかけて弟子入
りした 5 人、明治 24 年(1891)と 30 年(1897)に弟子入りした 2 人の計 7 人が記されており、地誌
によると子供 2 人を含む 5 人の氏名と出身地が記され、ほかに数人いるとしている。そして、子
供 2人を含む計 9人が判明する。2代目杢太郎の弟子の居住地は、虫崎 1人、北片辺 1人、南片辺
1人、徳和 1人、上小川 1人、中興 1人、沢根 1人と広範囲である。特に北片辺、南方部、上小川
など外海府沿岸地域の弟子が多い。 
3 代目杢太郎の弟子は、「工術指南名留長」に、明治 28 年(1895)から昭和 4年(1929)にかけて弟
子入りした 14 人が、「履歴書」36)の「入門弟子名簿」に、明治 29 年(1896)から昭和 16 年(1941)
にかけて弟子入りした 14 人が記されており、地誌によると計 53 人いたとし、子供 1 人を含む 10
人の氏名と出身地が記されている。そして、子供 1 人を含む計 19 人が判明する。なお、明治 28
年から 43 年(1910)にかけて 5 人、大正 7 年(1918)から 13 年(1924)にかけて 8 人、昭和 4 年から
16 年にかけて 5人が弟子入りしており、そのうちの 2人は「師匠ノ名義上寄リ弟子」としている。 
3 代目杢太郎の弟子の居住地は、沢根 5人、金丸 1人、千種 3人、南片辺 1人、戸地 2人、北片










ある康次も昭和 16 年に弟子入りしている。 
三浦栄太郎は、明治 33 年(1900)に金泉の三浦乙次郎 38)の次男に生まれ、大正 2年(1913)に相川






















表 1 間島家および間嶋喜蔵家の弟子一覧 44) 







文政12・1829年正月中旬 東五十里村(沢根五十里) 出野三平源俊故 (2)
間嶋喜蔵(光運) (1)、(5)
明治15・1882年7月中旬 虫崎 本田林蔵 (2)、(5)
明治16・1883年8月中旬 北片辺 中濱弁蔵 (1)、(2)、(5)
明治14・1881年8月 南片辺 平城嘉吉 (2)、(5)
明治17・1884年12月 徳和 金田政吉 (1)、(2)、(5)
明治16・1883年8月 上小川村(小川) 山口五郎平 (2)、(5)
明治30・1897年 中興 和田吉五郎 (1)、(2)、(5)
明治24・1891年 沢根町 古城愛蔵 (2)
明治28・1895年 田中町(沢根五十里) 土屋栄作 (2)、(5)
明治29・1896年 金丸 後藤勘一郎 (1)、(2)、(3)
明治40・1907年 大和田(千種) 笠井小作 (1)、(2)、(3)、(5)
明治42・1909年秋 南片辺 井口治蔵 (1)、(2)、(3)、(4)梶原忠治氏、(5)
明治年間 沢根五十里 山本文太郎 (2)、(3)、(5)
大正7・1918年9月 戸地 大谷栄太郎 (2)、(5)
大正7・1918年 戸地 三浦栄太郎 (1)、(3)、(5)
大正9・1920年 北片辺 町内亀次郎 (3)
大正9・1920年冬 北立嶋 本間亀治郎 (1)、(2)、(5)
大正9・1920年 大和田(千種) 笠井森之助 (1)、(2)、(3)、(5)
大正11・1922年冬 徳和 菊地政治 (1)、(2)、(3)、(5)
大正12・1923年6月7日から昭和4・1929年1月まで 平清水 山本嘉作 (1)、(2)、(3)、(4)加藤一馬氏、(5)
大正13・1924年12月28日から大正15・1926年8月まで 田中村(沢根五十里) 中川勘吉 (2)
昭和4・1929年3月26日 入川 本間啓蔵 (1)、(2)、(3)
昭和4・1929年から昭和12・1937年まで 沢根五十里 高見松蔵 (2)、(3)、(4)須田頼子氏、(5)
昭和9・1934年 沢根五十里 間島三朗 (1)、(2)、(3)、(4)梶原忠治氏、(5)
昭和16・1941年 金沢村(千種) 笠井康次 (3)
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間島家所蔵史料は、約 1000 点確認できている 45)。これらを以下の 4項目に分類した。 
1．家系・系譜に関係する史料(過去帳など間島家の家系・系譜を示す史料)      21 点 
2．作事・仕事に関係する史料(普請に用いた実務的な内容の商売・事業関係史料)  827 点 
3．大工の技術・職能に関係する史料(大工雛形本など技術関係史料)         57 点 




A．初代杢太郎に関係すると思われる史料                     31 点 
B．2 代目杢太郎に関係すると思われる史料                     5 点 
C．3 代目杢太郎とその弟子に関係する史料                    867 点 









横が 1,170mm あり縮尺 10 分 1 で描かれ、右半分が断面図、左半分が立面図である。地盤面から相
輪頂部まで描かれ、3種類の太さの線を用い、部材の名称や材質、手法の説明、各部・各材の寸法















・ 露盤下端から宝珠上端まで 2丈 5尺 4寸 5分(7,711 ㎜) 
・ 縮尺 10 分 1で描いた五重塔の下絵図面 
・ 側柱礎石上端から完成形総高さ 
側柱礎石高さ 8寸 4分(255 ㎜) 
礎石上端から宝珠上まで 11 丈 3 尺 3寸 2分(34,336 ㎜) 












大久保匠は大久保喜平治に合致する。そして、この建地割図が文化 14 年(1817)10 月の五重塔再建
の上棟後に写されたものであることがわかる 53)。 
日光東照宮五重塔に関係する建地割図は、ほかに表 3の一覧に示した計 7点が確認できる 54)。 
そのうち№③、⑤、⑥、⑦の建地割図は、縮尺 20 分 1 で断面図が描かれ、仕様が近似している。
№③、⑤、⑦には、五重塔再建の経緯や経過、関係者について情報が附記される。また、№⑥、
⑦は、後世の写しと考えられる。これらの建地割図の来歴は、情報がなく不明である。 
№④の建地割図は、縮尺 20 分 1 で立面図のみが描かれている(写真 4)。これは、秋田藩御大工
の家柄である戸崎家 11 代目の戸崎知重のものであり、由緒が示されている 55)。 





げられる。この建地割図は、縦が 3,614mm、横が 1,232mm あり、3種類の太さの線を用い、朱線・
朱字を用いながら、右半分に断面図、左半分に立面図が描かれ、仕様・寸法などの建築に必要な
情報が記されている。右上に「下野日光山/献備五重御塔建地割下繪圖/出来形十歩一工術」と、
































































表 2 記載寸法と実寸法の比較表 51） 
2丈5尺4寸5分 7,711mm 2丈6尺2寸9分 7,966mm
11丈3尺3寸2分 34,336mm 11丈3尺7寸4分 34,464mm
1尺9寸6分 594mm 1尺9寸1分 580mm
1尺8寸 545mm 1尺7寸2分 520mm
1尺5寸 455mm 1尺4寸7分 445mm
1丈6尺7寸 5,060mm 1丈6尺5寸 5,000mm
1丈2尺1寸 3,666mm 1丈1尺9寸7分 3,627mm
8尺5寸7分 2,597mm 8尺4寸6分 2,563mm
2尺5寸 758mm 2尺4寸5分 742mm
3尺8寸2分 1,157mm 3尺7寸7分 1,142mm
1尺3寸4分 406mm 1尺3寸2分 400mm
4尺6寸 1,394mm 4尺5寸3分 1,373mm
3尺5寸3分 1,070mm 3尺5寸 1,061mm
5尺9寸1分 1,791mm 5尺8寸5分 1,773mm
1尺3寸4分 406mm 1尺3寸2分 400mm
1尺4寸 424mm 1尺4寸 424mm



















表 3 現存する日光東照宮五重塔に関係する建地割図 







② 献備五重御塔建地割下繒図/出来形十歩一工術 不詳 不明 東京都立中央図書館
1枚　縦3,563mm×横1,082㎜　10分1　右：断面図、左：立面図
(図のみ)



















⑥ 日光山/献備五重塔建地割之圖/二拾分壹(日光廟社建地割内) 不詳 不明 東京国立博物館 建地割集成内の1枚　20分1　断面図　他、記載なし
































写真 1 間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪圖」 左：全体 右上：題目および基本寸法 右下：年紀および署名 
 




























写真 2 間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪圖」  
左：五層目心柱継手部分 中：心柱礎石部分 右：四層目心柱吊り下げ部分 
写真 3 間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪圖」  
左：相輪 中上：五層目組物・垂木 中下：四層目組物・垂木 右：初層内部 
 




























写真 5 甲良家伝来「下野日光山/献備五重御塔建地割下繪圖」  
左：全体 中：題目および基本寸法 右：署名および落款 
写真 4 戸崎家伝来「日光山/献備五重御塔建地割」 左：全体 右上：題目 右下：落款 











久保」「延治」と読める 2つの落款がある(写真 6)61)。そして、以下のことが読み取れる。 
・ これらの大工書が間嶋杢太郎の持物である 















№ 題名 年代 番号 備考
1 三軒　匠 文化12年(1815) ○一 奥書：「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十二乙亥年十二月吉日/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
2 扇垂木　匠 文化12年(1815) ○二 奥書：「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十二乙亥年十二月/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
3 出組　匠 文化12年(1815) ○三 奥書：「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十二乙亥年十二月/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
4 組物三手先　匠 文化13年(1816) ○四 奥書：「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十三丙子年十二月吉日/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
5 絵様　匠 文化13年(1816) ○五 奥書：「右絵様一ト巻傳進申候/文化十三丙子年十二月吉日/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
6 組物 ○十
7 欄間絵様形 ○十二







表 4 間島家所蔵大工書 
写真 6 大工書「三間匠」  
上左:全体 上右:落款 下:奥書 
 















表 5 は、大久保喜平治伝来大工書 63)を一覧にしたものであるが、ほかに秋田県立図書館所蔵の
9点、東京国立博物館所蔵の 7点が確認できている。秋田県立図書館所蔵のものは秋田藩御大工戸
崎家旧蔵の文書 64)であり、東京国立博物館所蔵のものは全 18 冊構成で「門外十七種」の登録名が
つけられているもので、そのうちの 7冊である 65)。 
戸崎家旧蔵の文書については、「秋田藩御大工戸崎家文書について」(永井康雄『東北大学建築
学報』[第 32 号 1993.3]所収)において論じられており、永井氏によると、11 代戸崎知重が、「文






平治之図」、第 7冊の目録冒頭に「喜平治之図」、第 10 冊の目録冒頭に「宮社/喜平治之図」、第 11





図」、第 16 冊の冒頭に「軒廻り繁垂木扇棰共之図」と記された付箋が付き、第 16 冊の奥書に「右
工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十一甲戌年四月吉日 匠/八木又三郎様」とあり、その下に「大












(表 4-№2)は、戸崎家旧蔵の大工書「二之巻 上」(表 5-№1)と「二之巻 下」(表 5-№2)を合わせ
た内容になっており、間島家所蔵大工書「出組 匠」(表 4-№3)は、戸崎家旧蔵の大工書「五之巻」
(表 5-№4)と、間島家所蔵大工書「組物三手先 匠」(表 4-№4)は、戸崎家旧蔵の大工書「三之巻






表 5 大久保喜平次伝来大工書 













13 第4冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「トリイ/花表/喜平治之図」
14 第5冊
15 第6冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「喜平治之図」
16 第7冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「喜平治之図」
17 第8冊
18 第9冊
19 第10冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「宮社/喜平治之図」
20 第11冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「喜平治之図/和様唐様三手先枓組」
21 第12冊
22 第13冊 文化11年(1814) 冒頭に「家根廻り絵図/喜平治之図」
23 第14冊
24 第15冊










































・ 武州江戸に住む彫工である彩雲堂の島村勘六藤原俊矩 69)から授かった。 





































写真 7 「画帖/間嶌俊恒」 左：表紙 左中：奥書 右中：落款 右：絵様や獅子、獏などの絵 
写真 8  
平井啓運と記される紙(部分) 
 























































































図 2 再建の墨書 左：四天柱墨書 右：瓦棒墨書 
『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』所収 
図 3 再建時の御普請諸役を記した掛掲示板   
『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』所収 
























































表 8 間島家に所蔵される普請に関係する史料一覧 番号は後掲する表 9の№と対応 
No. 年紀 寺社名 建物名 施工 所在地 史料種目
1 文政元・1818年 日光東照宮 五重塔 新築 栃木県日光市 建地割図
11 明治29・1896年 専得寺 唐門 新築 沢根町 設計書、出面表、落成式古写真
20 明治38・1905年 石動神社 社殿 新築 北鵜島 立面図、断面図、契約書
23 明治41・1908年 二宮神社 社殿 新築 関 立面図
24 明治43・1910年 世尊院 本堂 新築 中興 落成式写真、請負約定証
27 大正3・1914年 北野神社 社殿 新築 稲鯨 契約書





33 大正9・1920年 熊野神社 社殿 新築 小野見 平面図、立面図、断面図、契約書、日記
37 大正11・1922年 本興寺 本堂 改築・改修 下相川 平面図、断面図、小屋伏図、出面帳、材木帳、契約書
38 大正13・1924年 三宮神社 拝殿 新築 三宮 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、設計書
39 大正13・1924年 河内神社 拝殿 新築 浜河内 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、床伏図、設計書
40 大正13・1924年 康円寺 太子堂 新築 宮川 平面図、立面図、屋根伏図、設計書
護摩堂 新築 平面図、立面図、断面図
乙和霊神堂 新築 平面図、立面図、断面図、組物原寸図
42 大正14・1925年 薬師堂 薬師堂 改築・改修 千種 立面図、断面図




46 幣殿・本殿 新築、改築 平面図、立面図、断面図、詳細図
74 拝殿 新築 設計書





63 五重塔 改築・改修 概算書
52 昭和7・1932年 宝蔵 新築 平面図、正面立面図、側面立面図、細部詳細原寸図、陳列棚立面図、陳列棚平面図、拳鼻原寸図、設計書、仕様書
88 昭和25・1950年 仁王門 改築・改修 平面図、断面図、概算書、仕様書、組物詳細図
53 昭和7・1932年 招魂社 神殿 新築 河原田諏訪町 配置図、平面図、立面図、断面図、詳細図、仕様書、見積書
54 昭和7・1932年 度津神社 本殿・幣殿・玉垣・其他 改築・改修 羽茂飯岡 仕用書、見積書
55 昭和8・1933年 小布施神社 手洗水屋 新築 西三川 平面図、立面図
56 昭和9・1934年 本堂 改築・改修 平面図、断面図
鐘楼 改築・改修 見積書
59 昭和11・1936年 法憧寺 本堂 新築 三宮 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、床伏図、基礎原寸図、組物原寸図、仕用書、設計書、見積書、出面表、契約書、感謝状
60 昭和11・1936年 大山袛神社 社殿 新築 西三川 平面図、立面図、小屋伏図、床伏図、設計書、仕用書
61 昭和13・1938年 西蓮寺 本堂 改築・改修 中興 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、出面表
64 昭和14・1939年 唐門・塀垣 新築 契約書、立面図、仕用書、詳細図、材木帳、見積書
90 昭和28・1953年 鐘楼 新築 立面図、断面図、軒先断面図、仕用書、予算
66 昭和14・1939年 夷神社 社殿 新築 小田 立面図、断面図、仕用書、見積書、設計書、感謝状
67 昭和14・1939年 剛安寺 本堂 改築・改修 吉井本郷 立面図、断面図、小屋伏図、組物原寸図
本殿 改築・改修 立面図、小屋伏図
68 昭和14・1939年 鳥居 新築 設計書、感謝状
72 昭和16・1941年 常念寺 本堂・大廊下 新築 河原田本町 平面図、断面図、床伏図、設計書、屋根図、仕用書、見積書、感謝状
76 昭和17・1942年 赤井神社 社殿 新築 加茂歌代 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、組物原寸図、仕用書、設計書
77 昭和17・1942年 本堂 新築 平面図、設計書、仕様書、基礎原寸図
鐘楼 新築 平面図、立面図
79 昭和17・1942年 善知鳥神社 社殿 新築 相川下戸村 平面図、立面図、断面図、床伏図、小屋伏図、組物原寸図、設計書、仕様書、
社殿 新築 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、基礎伏図、設計書、予算、金物仕用書、見積書
末社稲成神社 新築 仕用書
81 昭和18・1943年 佐渡護国神社 社殿 新築 千種 平面図、立面図、基礎原寸図、金物原寸図、建具廻細部原寸図、組物原寸図、契約書、日記
84 昭和23・1948年 五所神社 社殿 新築 下川茂 断面図、立面図、小屋伏図、床伏図
85 昭和24・1949年 石動神社 社殿 新築 北鵜島 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、床伏図、組物原寸図
86 昭和25・1950年 諏訪神社 社殿 新築 夷 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、床伏図、組物原寸図
87 昭和25・1950年 久知正八幡宮 社殿 新築 下久知 平面図、立面図、断面図、床伏図、仕用書、造営日記
昭和26・1951年 常楽寺 本堂 改築・改修 北鵜島 断面図、小屋伏図
89 昭和27・1952年 立蓮寺 本堂 改築・改修 新穂北方 断面図
91 本光寺 本堂 新築 宮川 立面図
103 昭和27・1952年 不動院 本堂 改築・改修 城腰 配置図、平面図、立面図、断面図、小屋伏図
107 昭和29・1954年 紅葉山春日若宮 拝殿 新築 沢根町 立面図、断面図、小屋伏図、設計書、仕用書
108 昭和41・1966年 二宮神社 社殿 新築 関 平面図、立面図、見積書
125 昭和36・1961年 熊野神社 社殿 改築・改修 歌見 設計書
観音寺 本堂 改築・改修 長江 断面図、小屋伏図、小屋断面図、組物原寸図
竜琴寺 本堂 改築・改修 二見 断面図、小屋伏図






















































間島家の建築活動は、初代杢太郎 5 件、2 代目杢太郎 11 件、3 代目杢太郎 79 件、4 代目杢太郎
16 件の、計 108 件を挙げられ、ほとんどが社寺建築に関わる活動である。 









杢太郎は、外海府沿岸で№6 白山神社本殿、№7 羽黒神社本殿新築、№8 熊野神社本殿新築、№10
大山袛神社本殿新築を行なっている。 
3 代目杢太郎の建築活動は、明治 27 年(1894)の№10 大山袛神社本殿新築から始まり、昭和 28








学び、明治 23 年(1889)4 月に神社仏閣の設計と彫刻、神仏具製作を行ったことが記されており、2
代目杢太郎が行った№10大山袛神社本殿新築、№11専得寺唐門新築、№12 二宮神社本殿改築・幣
殿拝殿新築、№13 禅長寺本堂新築に関わっている。また、大正 3 年(1914)には、佐渡郡主催の建
築講習会 87)を受講しており、一般住宅に関する技術・技能を学び、昭和 15 年(1940)に№69 三井



























4 代目杢太郎の履歴や経歴に関係する史料 91)によると、4 代目杢太郎が昭和 9 年 4 月から昭和
14年(1939)12月にかけて3代目杢太郎に師事して社寺建築および一般住宅に関わったことが記さ
れている。昭和 20 年(1945)前は 3代目杢太郎と一緒に社寺建築に関わっているが、その後は社寺
建築の仕事が 3件のみで、一般住宅の仕事が多くなる。そして、大工業として終焉を迎えている。 
3 代目杢太郎の弟子の高見松蔵 92)の建築活動は、昭和 24 年(1949)の№85 石動神社社殿再建まで
3 代目杢太郎と一緒に仕事をしており、昭和 15 年(1940)後は一般住宅のほか、公共施設などにも
関わっている。また、3代目杢太郎と一緒に一般住宅に関わるのは、昭和 15 年の№69 三井松五郎
大住宅(呉服店)新築のみである。社寺建築の仕事は 3 代目杢太郎と一緒に関わるが、一般住宅は






昭和 33・1958 年)に関わり 94)、山本嘉作は元首相田中角栄発案のハワイに五重塔を建築する計画
において、設計、棟梁を任されている 95)。4 代目杢太郎本人と 3 代目杢太郎の弟子の世代は社寺
建築と一般住宅に関わり、公共施設にも関わっている 96)。 


























































建物名及び施工内容 所在地 存否 典拠 活動内容
1 文政元年(1818) ● 日光東照宮五重塔再建 栃木県日光市 現存 c,f,g
2 文政12年(1829) ● 孔子聖堂新築 相川広間町 無 f,g 「設計士」「棟梁」についたとされる(f,g)。
3 弘化3年(1846) ○ 本光寺大門新築 沢根籠町 現存 f,g 獅子や象の木鼻彫刻を作製したとされる(f,g)。
4 安政5年(1858) ○ 石動神社本殿新築 後尾 現存 a,f 安政5年2月9日遷宮。「大工」につく(a)。
5 ● 本福寺楼門新築 沢根五十里 無 f,g
6 明治14年(1881) ○ 白山神社本殿新築 南片辺 現存 a,f 明治14年9月吉日上棟。[工匠」につく(a)。
7 明治15年(1882) ○ 羽黒神社本殿新築 北片辺 現存 a,f 明治15年9月吉日上棟。「頭領」につく(a)。
8 明治22年(1889) ○ 熊野神社本殿新築 戸地 現存 a,f 明治22年10月7日上棟。「彫刻工」につく(a)。
9 明治23年(1890) ● 下山ノ神東照宮新築 相川下山之神町 無 f 「棟梁後見」についたとされる(f)。
10 明治27年(1894) ○ ○ 大山祇神社本殿新築 戸中 現存 a,f 明治27年8月12日上棟。2代目が「棟梁」、3代目が「大工」につく(a)。
11 明治29年(1896) ○ ○ 専得寺唐門新築 沢根町 現存 c,f 明治29年9月着手し、30年2月まで関わる。2代目が「棟梁」につき、3代目と喜蔵も関わる(c)。
12 明治29年(1896) ○ ○ 二宮神社本殿改築・幣殿拝殿新築 二宮 現存 c,f
2代目が「棟梁」についたとされ、3代目も関わる
(c,f)。




14 ○ 康永寺本堂新築 相川羽田町 現存 c,f,g
15 ● 北野神社本殿新築 沢根五十里 現存 g
16 ● 長福寺(談義所)本堂改築 中原 現存 g
17 明治31年(1898) ○ 康永寺本堂大修理 相川羽田町 現存 c 水害被害を受けて大修理を行う(c)
18 明治32年(1899) ○ 興源院本堂・庫裡新築 中興 不明 c,f 明治32年2月から12月にかけて従事。「設計士」「副棟梁」「施工主任」につく(c,f)
19 明治37年(1904) ○ 実相寺本堂改築 市野沢 現存 c,f 明治37年2月から12月にかけて従事。「設計士」「監督」「施工主任」「彫刻」「後見」につく(c,f)。




21 明治38年(1905) ○ 利済庵鐘楼新築 椿 現存 a 明治38年6月上棟。「棟梁」につく(a)。
22 明治41年(1908) ○ 高濱神社社殿新築 窪田 現存 a,c,f 明治41年11月17日落成式。「棟梁」につく(a)。
23 明治41年(1908) ○ 二宮神社神殿新築 関 無 c 明治41年4月から8月にかけて従事。「設計士」「棟梁」「施工主任」につく(c)。
明治41年(1908) ○ 小平神社神輿新造 相川大浦 不明 c 設計、製作を行う(c)。




大正元年(1912) ○ 大山祇神社神輿新造 相川下山之神町 不明 c,f 設計、製作を行う(c)。
大正元年(1912) ○ 中興神社神輿新造 中興 不明 c 設計、製作を行う(c)。
25 大正2年(1913) ○ 村上神社拝殿新築 真光寺 無 a,c,f 大正2年2月から12月にかけて従事。大正2年12月7日上棟。「設計士」「監督」「後見」につく(a,c)。
26 大正2年(1913) ○ 実相寺玄関新築 市野沢 現存 c 「設計士」、「棟梁」につく(c)。




大正3年(1914) ○ c 大正3年7月から佐渡郡主催の建築講習会を修了し、一般建築に従事する。大正3年8月11日修了証を受ける。
28 大正4年(1915) ○ 大山祇神社社殿新築 相川下山之神町 現存 c,f 大正4年2月から11月にかけて従事。「設計士」「監督」「彫刻」「後見」につく(c)。









31 大正6年以前(-1917) ● 小平神社社殿新築 大浦 現存 c
32 大正9年(1920) ○ 熊野神社神殿改築・覆屋幣殿新築 千種 現存 a,c,f
大正9年8月上棟。「設計士」「棟梁」「施工主任」につ
く(a)。




34 大正10年(1921) ○ 称念寺唐門新築 沢根炭屋町 現存 a 大正10年4月落成式。「大工棟梁」につく(a)。
35 大正10年(1921) ○ 金北山神社(金北山頂社)社殿新築 金井新保 不明 c,f
大正10年4月から大正10年9月にかけて従事。「設計士」
「棟梁」「施工主任」につく(c)。
36 大正10年(1921) ○ 円照寺仁王門移築及び改修 真光寺 現存 c,f 「設計士」「棟梁」につく(c)。








39 大正13年(1924) ○ 河内神社拝殿新築 浜河内 不明 c 大正13年5月4日に設計書を作成(c)。
40 大正13年(1924) ○ 広円寺太子堂新築 宮川 不明 c 大正13年に設計書を作成(c)。























































43 大正14年(1925) ○ 中興神社更生殿新築 中興 現存 f 「設計士」についたとされる(f)。
44 昭和2年(1927) ○ 実相寺鐘楼堂改築 市野沢 現存 a,c 昭和2年8月造営。「大工棟梁」につく(a,c)。





46 昭和3年(1928) ○ 里宮(金北山神社)神殿幣殿改築 真光寺 現存 c,f
昭和3年2月から10月にかけて従事。「設計士」「棟梁」
「施工主任」につく(c)。
47 昭和3年(1928) ○ 金北山神社鳥居新築 西野 不明 c 昭和3年9月に設計書など作成(c)。











50 昭和5年(1930) ○ ○ 諏訪神社拝殿新築 玉崎 現存 c 「設計士」「監督」「後見」につく(c)。
51 昭和6年(1931) ○ ○ 石動神社本殿改築・幣殿拝殿新築 後尾 現存 c,f
昭和6年2月から10月にかけて従事。「設計士」「監督」
「後見」につく(c)。





53 昭和7年(1932) ○ 招魂社神殿新築 河原田諏訪町 現存 c 昭和11年11月設計(c)
54 昭和7年(1932) ○ 度津神社本殿幣殿玉垣新築・その他改築 羽茂飯岡 現存 c 昭和7年に見積書、仕様書を作成(c)。
55 昭和8年(1933) ○ 小布勢神社手洗水屋新築 西三川 不明 c 「設計士」「監督」「後見」につく(c)。
56 昭和9年(1934) ○ 本光寺本堂改修 沢根籠町 現存 a,c,d 「設計士」につく(c)。
57 昭和9年(1934) ○ ○ ○ 常徳寺庫裡改築 相川羽田町 不明 c 3代目が「設計士」「棟梁」につき、4代目も関わる(c)。
58 昭和10年(1935) ○ ○ ○ 荒崎神社社殿改築 椿 現存 c,e 昭和10年7月起工、11月落成。3代目が「彫刻師」につき、4代目も彫刻を彫る(c)。




60 昭和11年(1936) ○ 大山祇神社社殿新築 西三川 現存 c,f 昭和11年4月から11月にかけて従事。5月20日に設計図を製作。「設計士」「監督」につく(c)。




62 昭和13年(1938) ○ 松前神社本殿改築 松ヶ崎 現存 b 昭和13年8月19日に起工。「棟梁」につく(b)。















66 昭和14年(1939) ○ 夷神社社殿新築 小田 現存 c 昭和13年3月24日設計書作成。5月10日に瓦見積書書を作成。「設計士」「監督」につく(c)。
67 昭和14年(1939) ○ 剛安寺本堂改築 吉井本郷 現存 c,f 「設計士」「監督」　につく(c)。









70 昭和15年(1940) ○ 山田屋住宅新築 沢根町 不明 c 昭和15年8月12日建方。「棟梁」につく(a,c)。
71 昭和16年(1941) ○ ○ 定福寺唐門新築 橘 現存 a,c,f 昭和17年造立。3代目が「大工棟梁」、高見松蔵が「設計及び工事責任者」につく(c)。




73 昭和16年(1941) ○ 七浦小学校奉安庫新築 二見 不明 c 昭和16年に設計書を作成(c)。
74 昭和17年(1942) ○ 里宮(金北山神社)拝殿新築 真光寺 現存 a,c
昭和19年10月24日上棟。3代目が「設計士」「監督」に
つき、間嶌喜蔵が「大工」につく(c)。
75 昭和17年(1942) ○ 三宮神社神殿新築 橘 現存 c 「設計士」「棟梁」につく(c)。













































79 昭和17年(1942) ○ 善知鳥神社社殿新築 相川下戸村 現存 c 昭和15年2月に設計書、仕様書を作成。「設計士」「監督」につく(c)。





昭和18年(1943) ○ ○ ○ 佐渡護国神社社殿新築 千種 現存 c,f,g
昭和22年(1947) ○ 佐渡護国神社本殿新築 千種 現存 c
昭和23年(1948) ○ 佐渡護国神社祝詞殿新築 千種 現存 c
82 昭和18年(1943) ○ ○ ○ 明治紀念堂新築 千種 現存 c,f,g 3代目が「設計士」「総棟梁」、高見松蔵が「施工主任」につき、4代目も関わる(c)。
83 昭和20年(1945) ○ ○ 新潟県護国神社社殿新築 新潟市中央区 拝殿以外現存 c,g
3代目が「設計士」「施工」につき、4代目が「化粧附属
工事主任」につく(c)。
84 昭和23年(1948) ○ ○ 五所神社社殿新築 下川茂 現存 c 3代目が「設計士」「監督」につく。高見松蔵も設計を行っている(c)。




86 昭和25年(1950) ○ ○ 諏訪神社社殿改築 夷 現存 c,f 3代目が「設計士」「監督」、4代目が「設計監督」につく(c)。




88 昭和25年(1950) ○ 妙宣寺山門修理 阿佛坊 無 c 昭和23年2月に仕様書を作成。昭和25年に設計図を作成。昭和25年11月に見積書を作成(c)。
89 昭和27年(1952) ○ 立蓮寺本堂改築 新穂北方 現存 c,f 「設計士」「監督」につく(c)。
90 昭和28年(1953) ○ 善宗寺鐘楼新築 河原田諏訪町 現存 c 昭和28年11月に仕様書を作成(c)。
91 ○ 本光寺本堂改築 宮川 現存 c
92 ○ 沢根小学校奉安庫新築 沢根町 不明 c
93 昭和14年(1939) ○ 伊藤末吉作業場 沢根町 不明 c 昭和18年8月から9月まで従事。「設計施工主任」につく(c)。
昭和14年(1939) 昭和14年12月に新発田歩兵第十六□隊入隊し、昭和18年7月に除隊(c)。
94 昭和20年(1945) ○ 内田伊八作業場 沢根町 不明 c 昭和20年3月から5月にかけて従事。「設計工事主任」「設計棟梁」につく(c)
95 昭和21年(1946) ○ 伊藤為一作業場 沢根町 不明 c 昭和20年4月から昭和21年6月にかけて従事。「設計工事主任」「設計棟梁」につく(c)
96 昭和21年(1946) ○ 伊藤情一住宅 沢根町 不明 c 昭和21年7月から12月にかけて従事。「設計主任」　につく(c)。
97 昭和22年(1947) ○ 本間武治住宅 沢根五十里 不明 c 昭和22年2月から5月にかけて従事。「設計工事責任者」につく(c)。
98 昭和23年(1948) ○ 大場光作業場 沢根町 不明 c 昭和23年10月から12月にかけて従事。「設計工事責任者」につく(c)。
99 昭和24年(1949) ○ 伊藤為一住宅 沢根五十里 不明 c 昭和24年7月から10月にかけて従事。「設計工事主任」「設計棟梁」につく(c)。
100 昭和24年(1949) ○ 本間近太郎住宅 沢根五十里 不明 c 昭和24年10月から昭和25年2月にかけて従事。「設計工事主任」「設計棟梁」につく(c)。
101 昭和25年(1950) ○ 本間龍司住宅 沢根町 不明 c 昭和25年5月から7月にかけて従事。「設計工事責任」「設計工事責任者」につく(c)。
102 昭和25年(1950) ○ 伊藤キミ作業場 八幡 不明 c 昭和25年11月から12月にかけて従事。「設計工事主任」「工事主任者」につく(c)。
103 昭和27年(1952) ○ 不動院本堂改築 城腰 現存 c 昭和27年7月20日に設計書を作成。昭和27年8月20日に設計図を作成(c)。
104 昭和28年(1953) ○ 佐々木豊吉住宅 沢根町 不明 c 昭和28年8月20日に設計図を作成(c)。
105 昭和28年(1953) ○ 伊藤芳男住宅 沢根町 不明 c 昭和29年11月3日に設計図を作成(c)。
106 昭和29年(1954) ○ 真藤周作住宅 沢根町 不明 c 昭和29年6月30日に設計図を作成(c)。
107 昭和29年(1954) ○ 紅葉山春日神社社殿新築 沢根町 現存 c 昭和29年6月に拝殿設計書と設計図を作成(c)。
108 昭和41年(1966) ○ ○ 二宮神社社殿新築 関 現存 c 昭和40年6月に拝殿設計書木材調書を作成(c)。昭和41年5月30日に設計図を作成。高見松蔵と一緒に関わる。
109 昭和8年(1933) ○ 本間栄作住宅 沢根町 不明 c 昭和8年6月から昭和9年2月にかけて従事。「工事責任者」につく(c)。
110 昭和11年(1936) ○ 本間作太郎住宅 沢根町 不明 c 昭和11年6月から10月にかけて従事。「工事責任者」につく(c)。
昭和11年(1936) ○ c 昭和11年4月に教育召集にて高田山砲隊に入隊、6月除隊(c)。
111 昭和15年(1940) ○ 間島喜久平住宅 沢根町 不明 c 昭和15年6月から9月にかけて従事。「設計並に工事責任者」につく(c)。
112 昭和15年(1940) ○ 高見佐太郎住宅 沢根五十里 不明 c 昭和15年7月から11月にかけて従事。「設計並に工事責任者」につく(c)。
113 昭和15年(1940) ○ 半田熊蔵住宅 沢根五十里 不明 c 昭和15年12月から昭和16年3月にかけて従事。設計並に工事責任者」につく(c)。
114 昭和16年(1941) ○ 式部常蔵住宅 沢根五十里 不明 c 昭和16年3月から8月にかけて従事。「設計並に工事責任者」につく(c)。
115 昭和16年(1941) ○ 伊藤武蔵作業場 沢根町 不明 c 昭和16年5月から7月にかけて従事。「工事責任者」につく(c)。
昭和19年(1944) ○ c 昭和19年7月から勤務(c)。
116 昭和19年(1944) ○ 東京光学建民修練所 東京板橋 不明 c 昭和19年10月から昭和20年1月にかけて従事。木造二階建三百坪、「設計主任」につく(c)。




昭和21年(1946) ○ c 昭和21年3月退社(c)。




























































119 昭和23年(1948) ○ 本間磯次郎住宅 沢根町 不明 c 昭和23年7から12月にかけて従事。木造平家建十五坪、「設計並工事責任者」につく(c)。
昭和24年(1949) ○ 新潟医大にて c 昭和24年4月に受講(c)。
昭和24年(1949) ○ 新潟にて c 昭和24年4月に受講(c)。
120 昭和24年(1949) ○ 伊藤幾蔵住宅 沢根町 不明 c 昭和24年5月から9月にかけて従事。木造平家建弐十二坪、「設計並に工事責任者」につく(c)。
昭和24年(1949) ○ c 昭和24年7月から就任(c)。




122 昭和25年(1950) ○ 澤根町公共授産場 沢根町 不明 c 昭和24年10月から昭和25年1月にかけて従事。木造平家建七十二坪、設計を行う(c)。
123 昭和25年(1950) ○ 澤根小学校厚生省式改良便所設計 沢根町 不明 c
昭和25年3月から9月にかけて従事。「設計並に施工責任
者」につく(c)。

















a.棟札 b.墨書 c.間島家所蔵史料 d.寺蔵史料 e.社蔵史料 f.地誌 g.ヒアリン○確定　●未確定








































































間島杢太郎 (2 代目杢太郎 )





間島杢蔵 (3 代目杢太郎 )



































































































































































































































































































































































































































和が№13 禅長寺本堂新築から近い。そして、外海府沿岸から弟子入りしている 3 人は、外海府沿
岸における活動と連動しており、2代目杢太郎が外海府沿岸地域との繋がりを築いていたことが予
想される。№6白山神社本殿新築では、南片辺の平城嘉吉と北片辺の中濱弁蔵が弟子入りしている
ことが予想され、平城嘉吉は、上棟前の明治 14 年(1881)8 月に弟子入りしており、2 代目杢太郎
と一緒に代表格の役職についている。一緒に代表格の役職につく地元の職人が上棟前に弟子入り
していることから、2代目杢太郎が普請前から地元の職人に認められた存在であったことが考えら
れる。そして、中濱弁蔵が、上棟後の明治 16 年(1883)8 月に弟子入りしており、すぐに№7 羽黒
神社本殿新築を行なっている。また、№8 熊野神社本殿新築に続いて隣部落で№10 大山袛神社本
殿新築を行っており、明治 16 年 8 月に弟子入りした上小川の山口五郎平が№10 大山袛神社本殿新









棟前の明治 15 年(1882)7 月に弟子入りしているが、虫崎は現場の北片辺や沢根五十里から遠く離






城嘉吉、地元の職人 1人の計 3人で、平工匠が山田金蔵と小沢喜三郎、地元近域の職人 12 人、他
地域の職人 1 人の計 15 人である。№7 羽黒神社本殿新築では、頭領が 2 代目杢太郎と地元の職人
2 人の計 3 人で、その下に小沢喜三郎と本田林蔵を含む計 16 人が関わる。№8 熊野神社本殿新築
では、棟梁大工、脇棟梁、大工が地元の職人で、大工 7 人が関わり、彫刻師が 2 代目杢太郎と山
田與八である。№10 大山袛神社本殿新築では、棟梁が地元の職人、後見が 2 代目杢太郎で、大工
が間島杢蔵と中濱弁蔵、山口五郎平を含む計 13 人である。なお、棟札には弟子が後寄りにまとま
って記されており、川下市太郎、池五市は 2 代目杢太郎の弟子の可能性がある。№11 専得寺唐門
新築では、2 代目杢太郎、3 代目杢太郎、間島喜蔵、古城愛蔵、土屋愛蔵が関わり、ほかに職人 5
人の計 10 人が関わっており、中には中興、徳和の他地域の職人がいる。№13 禅長寺本堂新築では、
棟梁が 2代目杢太郎と金田政吉、彫工が間島杢蔵と間島喜蔵で、地元近域の職人 26 人、他地域の
職人 1 人の計 27 名が関わっている。以上の活動は、2 代目杢太郎が弟子を率いて関わっており、
地元または他地域の職人と共同で行っている。そして、№6白山神社本殿新築、№7羽黒神社本殿








を中心に間島家の職人が中心に行っており、№13 禅長寺本堂新築では 2 代目杢太郎とその弟子が
代表格かつ専門的な技術を要する役職をつとめ、間島家の職人が中心に行っている。 
分家した間嶋喜蔵とその弟子は、3代目杢太郎と一緒に活動することがあったようである。№11




る 2年前の明治 28 年(1895)に弟子入りしており、№11 専得寺唐門新築に関わっている。3代目杢
太郎は、№13 禅長寺本堂新築ではまだ家督を継いでおらず、杢太郎を名のっていない。そのため
2代目杢太郎とは別に弟子を取っていたことになる。 























る。したがって、山本嘉作が約 5 年 7 ヶ月、本間啓蔵が約 5 年間、高見松蔵が約 8 年間修行して
いる。そして、明治 28 年(1895)に弟子入りした土屋栄作は、弟子入りしてから№27 北野神社神殿
幣殿新築・拝殿改築、№34 称念寺唐門新築、№56本光寺本堂改修、№59 法憧寺本堂及玄関新築に
関わり、明治 40 年(1907)に弟子入りした笠井小作は、№30 真野宮社殿新築、№32 熊野神社神殿
改築・覆屋幣殿新築、№42 薬師堂本堂改築、明治 42 年(1909)に弟子入りした井口治蔵は、№27
北野神社神殿幣殿新築・拝殿改築、№30 真野宮社殿新築、№58 荒崎神社社殿改築、大正 7年(1918)
に弟子入りした三浦栄太郎は、№37 本興寺本堂改築、№45 松前神社本殿改築・幣殿拝殿新築・旧
拝殿移築、大正 12 年(1923)に弟子入りした山本嘉作は、№45 松前神社本殿改築・幣殿拝殿新築・
旧拝殿移築、№81 佐渡護国神社社殿新築、昭和 4年に弟子入りした高見松蔵は、№52 妙宣寺宝蔵
新築、№58 荒崎神社社殿改築、№59 法憧寺本堂及玄関新築、№71 定福寺唐門新築、№81 佐渡護
国神社社殿新築に関わっている。また、明治 29 年(1896)に弟子入りした後藤勘一郎に至っては、
確認できる№30 真野宮社殿新築まで約 20 年間の時差がある。その期間も関係が続いていたと思わ
れ、3代目杢太郎は育成した弟子と一緒に活動していたようである。 
3 代目杢太郎による建築活動においては、№21 利済庵鐘楼新築では、棟梁が 3 代目杢太郎と地
元の職人 1 人、他地域の職人 1 人の計 3 人であり、その下に地元の職人 2 人、地元近域の職人 3




人、他地域の職人 2 人の計 8 人が関わっている。弟子は確認できない。№27 北野神社神殿幣殿新
築・拝殿改築では、棟梁が 3 代目杢太郎と地元の職人の 2 人である。棟札には、棟梁の 3 代目杢
太郎と地元の職人を筆頭にそれぞれ分けて職人名が記されており、3 代目杢太郎が筆頭の列には、
間島喜蔵、土屋栄作、井口治蔵を含む計 5 人が関わる。そして、沢根五十里の山田鹿蔵と山田乕
吉は 3 代目杢太郎の弟子である可能性が考えられる。№30 真野宮社殿新築では、棟梁が 3 代目杢
太郎、副棟梁が後藤勘一朗と他地域の職人 1 人の 2 人であり、山本文太郎、井口治蔵、笠井小作
を含む広範囲の職人が計 33 人関わっている。№34 称念寺唐門新築では、大工棟梁が 3代目杢太郎
と地元の職人 1 人の計 2 人であり、大工が土屋栄作、山本文太郎と地元の職人 5 人の計 7 人であ
る。また、山田乕吉は、№27 北野神社神殿幣殿新築・拝殿改築、№56 本光寺本堂改修にも関わっ
ており、弟子の可能性が考えられる。№37 本興寺本堂改築では、大工棟梁が 3代目杢太郎であり、








治、笠井森之助、山本嘉作、川上仁作のほか、地元の職人 9人、他地域の職人 3人の計 17 人であ
る。棟札には、職人名が 3段に分けて記されており、2段目以降は他地域の職人で、ほとんどが 3
代目杢太郎の弟子である。そのため、柿ノ浦の西川冨蔵と戸地の渡邉岩蔵、沢根五十里の山本東
作は、3 代目杢太郎の弟子である可能性が考えられる 103)。№52 妙宣寺宝蔵新築は、3 代目杢太郎
のほか、高見松蔵、本間啓三を含む計 3 人が関わっており、沢根町の栄田東林は、弟子の可能性
がある。№59 法憧寺本堂及玄関新築は、大工棟梁が 3 代目杢太郎、大工が間嶋久蔵、間島三郎、




























№ 記載年紀 建築名 所在地 典拠 役職、居住地、工匠名など
4 安政5・
1858年
























































































表 10 棟札および墨書、間島家所蔵史料、寺社所蔵史料記載職人名 番号は表 9の№と対応 



























































































































































79 善知鳥神社社殿新築、№80 塩釜神社社殿末社稲荷神社新築、№84 五所神社社殿新築などは本殿
を切妻造妻入につくる。そして、本殿を切妻造妻入とする事例では、本殿の造形・意匠を簡素に
する。改築の場合、既存の本殿を改築して覆屋内に納め、幣殿と拝殿を新築して接続する。 




































































写真 9 石動神社社殿(後尾) 左：拝殿正面 右：旧本殿 


















































































図 7 二宮神社社殿(二宮) 平面図 























寺唐門(沢根炭屋町 大正 10・1921 年)、善宗寺唐門(河原田諏訪町 昭和 14・1939 年)、定福寺唐
門(橘 昭和 16・1941 年)などは、専得寺唐門と同形式の建築である。 
間島家所蔵の専得寺唐門新築に関係する史料は、封筒 1点、古写真 1点、設計書 1点、清算書 2
点、細部仕様を記したメモ 1点、出面表 1点の計 7点が確認できる。 
封筒には、明治 29 年(1896)に着手し、2代目杢太郎が請負、杢蔵(3 代目杢太郎)と喜蔵(間嶋喜




蔵)の 2 人が従事していたことが記してある 104)。また、出面表には、明治 29 年 9 月から明治 30
年(1897)3 月にかけての大工職人の出勤状況が表にまとめられており、明治 29年 9 月 18 日に小屋
入りしたことが記されている。大工職人については、①杢太郎(2 代目杢太郎)、②杢蔵(3 代目杢
太郎)、③喜蔵(間嶋喜蔵)、④栄作、⑤愛蔵、⑥勝平、⑦屏蔵、⑧勘一、⑨徳和、⑩中興、⑪与ノ
吉の 11 項目があり、④栄作は 3代目杢太郎の弟子の土屋栄作、⑤愛蔵は 2代目杢太郎の弟子の古
城愛蔵と考えられる。田中町(沢根五十里)の土屋栄作は明治 28 年(1895)に、沢根町の古城愛蔵は
明治 24 年(1891)に弟子入りしており、時期的に合致する。また、⑨徳和、⑩中興は、地名と考え
られ、明治 17 年(1884)12 月に弟子入りしている徳和の金田政治、明治 30 年(1897)に弟子入りし
ている中興の和田吉五郎との関係が考えられる。 
表 11 は、出面表をもとに大工職人の工数を表に示したものである。出面表は、明治 29 年の 9
月 14 日～30 日、10 月 1日～30 日、11 月 1 日～29 日、12 月 1日～23 日、明治 30 年 2月 5日～25
日、3 月 15 日、22 日～26 日の期間の大工職人の出勤状況がまとめられている。明治 29 年におけ
る工数が、①杢太郎 77 工、②杢蔵 86工、③喜蔵 97 工半、④栄作 82 工、⑤愛蔵 50 工半、⑥勝平
27 工半、⑦屏蔵 34 工半、⑧勘一 22工、⑨徳和 9工の計 486 工、明治 30 年 2 月の工数が、①杢太
郎 19 工、②杢蔵 20 工半、③喜蔵 20 工、④栄作 20 工半、⑤愛蔵 11 工半、⑥勝平 17 工半、⑦屏
蔵 13 工半、⑧勘一 7工半、⑩中興 4工、⑪与ノ助 10 工半としており、最終的に①杢太郎 101 工、
②杢蔵 107 工半、③喜蔵 123 工、④栄作 107 工、⑤愛蔵 62 工、⑥勝平 49 工、⑦屏蔵 53工、⑧勘
一 29 工半、⑨徳和 9工、⑩中興 4工、⑪与ノ助 10 工半としている。そして、建具と欄間が 85 工


































写真 11 専得寺唐門(沢根町) 左上：全景 右上：側面 左下：妻面 右下：内部 
































異なり、棟札 106)から大正 12 年～13 年(1924)の期間に 3 代目杢太郎によって改築されたものであ
ることがわかる。 
表 12 は、間島家所蔵の本興寺本堂改築に関係する史料を一覧にしたもので、契約書 1点、図面
7点、設計書 1点、出面表 2点の計 11点が確認できる。 
9月 10月 11月 12月 2月 3月
14-30日 1-30日 1-29日 1-23日 5-25日 15日、22-25日
① 杢太郎 13 17 26.5 22 77 19 5 101
② 杢蔵 6 28 28.5 23 86 20.5 1 107.5
③ 喜蔵 16 30 28.5 23 97.5 20 5.5 123
④ 栄作 15 21.5 23.5 21.5 82 20.5 4.5 107
⑤ 愛蔵 3 4 23.5 18 50.5 11.5 62
⑥ 勝平 11.5 15.5 27.5 17.5 4 49
⑦ 屏蔵 14.5 20 34.5 13.5 5 53
⑧ 勘一 9 13 22 7.5 29.5
⑨ 徳和 9 9 9
⑩ 中興 4 4
⑪ 与ノ吉 10.5 10.5









表 11 大工職人および工数一覧 105) 間島家所蔵の出面表をもとに作成 
 





古屋根の取崩し、反物の型板 107)、木羽葺などを含めて 400 工で、日当は相川大工 108)の日当を基













表 13 は、棟札に記載される職人を抽出したものであるが、五十里町 1人、赤泊 1人、戸地 3人、
片辺 2人、相川町 14 人の計 21 名の大工、1名の木羽葺、相川町 2人、河原田 1人、長木 1人、京
町 1人の計 5名の瓦職が関わり、大工棟梁が 3代目杢太郎、大工副棟梁が増田寅吉 110)である。赤
泊の菊池政次は大正 7年(1919)、戸地の三浦栄太郎は大正 11 年(1923)に 3 代目杢太郎に弟子入り




は山崎衝蔵を除く他地域の大工 6 名の出勤について、4 月 23 日～5 月 10 日に集中して見られる。








棟札によると、大正 12 年 4 月 1 日に起工、大正 13 年 2 月 27 日に竣成している。また、№(1)
では、落成期日を 5月末日と定めている。№(10),(11)の出面表によると、請負工事の現場作業が、
大正 12 年の 4 月 23 日～5 月 22 日に行われており、4 月 23 日～30 日、5 月 1 日～16 日、17 日～
22 日の期間に分けて工数が整理され、計 410 工となる。工数は、4 月 23 日～24 日は少ないが、4
月 25 日から増え始め、4月 30 日～5月 8 日の組立工事、5月 4日～5 日の反物工事、5月 5 日～9
日の破風工事に合わせて著しく増加する。そして、5月 17 日～21 日が最も多く、5月 22 日には少
なくなる。また、5月 7日と 5月 20 日に半日出勤で小屋休をとっている。 
大工は、①大工棟梁の 3代目杢太郎をはじめとする他地域の大工を中心とした 10 名と②大工副
棟梁の増田寅吉をはじめとする相川大工を中心とした 11 名の 2グループに分けることができ、師
弟関係にある大工がそれぞれに属している。①は、3代目杢太郎とその弟子の菊池政次、三浦栄太
郎が 4月 23 日と早くから、5月 22 日の遅くまで皆勤で勤務している。そして、反物工事、破風工
事、組立工事など、屋根の仕様に関わる仕事を担当する大工が多い。②は、5月以後から出勤する
が、増田寅吉と三浦熊治は 4月 29 日と早くから出勤している。なお、主人である増田寅吉は 5月





普請に関係する大工は、大工棟梁の 3代目杢太郎をはじめとする他地域の大工を中心とした 10 名
と大工副棟梁の増田寅吉をはじめとする相川大工を中心とした11名の師弟関係にある大工を中心




























図 9 本興寺本堂(下相川) 平面図 












































写真 12 本興寺本堂(下相川) 全景 写真 13 「下相川本光寺側面弐拾分一」 表 12 №(6) 
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くり、奥行は 3間と深い。そして、前面に中間の柱を飛ばして柱間 1間につくった向拝が付く 113)。
幣殿は、正面 1 間、側面 2 間の両下造、桟瓦葺である。拝殿は、正面 3 間、側面 3 間、入母屋造
平入、桟瓦葺で、前面に向拝 1間が付く。 
表 14 は、間島家所蔵の松前神社社殿に関係する史料を一覧にしたものであり、図面 10 点、拳
鼻下絵図 1 点、設計書 4 点、木材に関係する書類 9 点、瓦に関係する書類 3 点、出面表 3 点の計
31 点が確認できる。 
棟札(図 13)によると、本殿 114)の修築、弊殿と拝殿の新築、旧拝殿(社務所、現存せず)の移築が
行われ、昭和 2年 5月 22 日に釿始、6月 6日に地鎮祭、9月 26 日に上棟式を行い、№(15)による
と 9 月 15 日に落成したという。3 代目杢太郎が大工棟梁についており、3 代目杢太郎の履歴や経
歴に関係する史料 115)によると、設計を行い、施工主任についたとある。 















かる。なお、本殿は、昭和 13 年(1938)に 3 代目杢太郎によって屋根が改造されており、垂木や板
支輪、軒桁、天井板などが新しくなっている 118)。 
棟札によると、他地域と地元の計 17 人の大工が関わる。また、№(29)から№(31)の出面表には、








10 人を指していると考えられる。そして、「沢根大工」が 686.2 工で 1,372 円 40 銭、「松ヶ崎大工」
が 703 工で 1,024 円 71 銭 2 厘、「三条や」が 100 工で 200 円とあり、計 1,489.2 工で 2,597 円 11
銭 2 厘とある。日当は「松ヶ崎大工」が 1円 60 銭 119)、「沢根大工」と「三条屋」が沢根五十里相
場 120)の 2 円としている。 
№(29)～(31)には、昭和 2年(1927)5 月 22 日～9月 16 日の期間の大工職人の出欠が表にまとめ
られ、6 月 5日が節句休、7 月 1 日が小屋休、8 月 11 日～19 日が盆休である。また、5 月 22 日の
釿始、9 月 15 日の落成には、「沢根大工」のみが出勤している。「沢根大工」は、7 月 16 日～24
日の期間に多数の欠勤が見られ、①間島杢太郎、③三浦栄太郎、⑤菊池政治、⑥山本嘉作、⑦川
上仁作の 5 人が一定して出勤している。一方、「松ヶ崎大工」は、7 月 16 日～24 日、8 月 20 日～








松前神社社殿の工事は、本殿の修築、拝殿と幣殿の新築、旧拝殿の移築を、昭和 2年 5月 22 日
から 9 月 16 日の期間において、計 105 日間かけて行っている。そして、工事には、「沢根大工」













































































































図 12 松前神社本殿(松ヶ崎)  
上：立面図 下：平面図 




























写真 14 松前神社(松ヶ崎) 左：拝殿全景 右：本殿側面 

































































表 15 大工職人および工数一覧 122) 表 14,№(29)-(31)の出面表をもとに作成 
① 間島杢太郎 沢根五十里 10 22 25.2 9.5 24.75 91.45
② 井口治蔵 南片辺 7 26.5 7 9 26.75 76.25
③ 三浦栄太郎 戸地 10 26.3 29 7.5 25.75 98.55
④ 笠井森之助 金沢(大和田) 7 13.7 16.8 6.8 25 69.3
⑤ 菊池政治 徳和 9 22 18.5 9.5 26.5 85.6
⑥ 山本嘉作 金沢(平清水) 10 24.25 29 9.5 26.75 99.5
⑦ 川上仁作 金沢 10 19.75 20.5 9.5 26.75 86.5
⑧ 山本東作 沢根五十里 10 25.3 20.5 9.5 0.75 66.05
⑨ 渡辺岩蔵 戸地 0 6 25 9 23.75 63.75
⑩ 青木五三郎 松ヶ崎 9 29 25.75 9.15 13.75 86.65
⑪ 木下与三郎 松ヶ崎 7 29 20.5 9.5 16.75 82.75
⑫ 菊池三四郎 松ヶ崎 7.5 28 19.5 8.65 13.75 75.4
⑬ 青木甚右衛門 松ヶ崎 7 28 26 7.15 9.75 79.9
⑭ 菊池英作 松ヶ崎 5.5 27 27 8.65 19.75 86.9
⑮ 松本長平 松ヶ崎 1 28.75 20.5 1 15.75 68
⑯ 松本鬼一 松ヶ崎 1 26.5 20.5 8.5 16.75 73.25
⑰ 中野喜左衛門 松ヶ崎 2 24.75 19.5 8.5 15.75 70.5
⑱ 沙崎佐吉 松ヶ崎 1 28.75 19.7 9.25 17.75 74.45














写真 15 旧社殿の古写真 松前神社所蔵 昭和 2・1927 年以前 
写真 16 拝殿正面弐拾分一 間島家所蔵 表 14 №(1) 
 



































































































































































































































































































































































































































































































間島家の建築活動は、4代にわたる約 140 年間で、総計 108 件の普請が確認できる。初代杢太郎
から 3代目杢太郎までの建築活動は社寺建築が中心であり、4代目杢太郎の世代になると一般住宅




















太郎が行った専得寺唐門新築(沢根町 明治 29・1896 年)や本興寺本堂改修(下相川 大正 12・1923

































































3) 間島家には、屋敷や田畑などの譲り渡しに関する「譲リ渡シ申家屋敷襠文之事」[文政 4 年
(1821)12 月]が 3 部、「譲リ渡申襠文之事」[文化 6年(1809)10 月]などが残る。 
4) 間島家には、「匠家工術指南」の看板を間島家門前に掲げていた頃の様子を写した古写真(年
代不詳)が残る。 





目と技術を伝えた日付が書かれ、2 代目杢太郎と 3 代目杢太郎の弟子については名前と出身









は、地方役人で漢学者であった田中従太郎(天明 3・1783 年-弘化 3・1846 年)で、孔子聖廟は
佐渡奉行所によって江戸老中の認可を得て 10 か月かけて竣工したという。そして、天保 5年



















































たものである。先祖と 2 代目杢太郎、3 代目杢太郎、その妻について、生家、没年月日と年
齢、結婚年齢、作成した年から生まれた年の逆算年数が、また、子供について、没年月日と
年齢、性別、作成した年から生まれた年の逆算年数が記される。 





代目杢太郎が昭和 29 年(1954)にまとめたものである。全 11 頁の冊子としてまとめられてお
り、1 頁に大正 9 年(1920)に真野宮御造営委員長である福原粂治から送られた感謝状の写し
























「戸籍」は、「二代父母」として 2 代目杢太郎とその妻について、「三代」として 3 代目杢
太郎の妻と長女について、没年月日と年齢、生家、法名と本名が記されているものと「戸籍」




12) 間島家所蔵の「履歴書」によると、昭和 14 年(1939)8 月 15 日から、塩釜(宮城県仙台市)、
日光(栃木県日光市)、東京、名古屋、法隆寺(奈良県)、大坂、京都、永平寺(福井県)、新潟
などを視察している。 







13) 5)にあげた「工術指南名留長」には、明治 28 年(1895)から昭和 16 年(1941)の期間に 3 代目
杢太郎に弟子入りした弟子 18 名が記されている。 


























17) 前掲『澤根町誌稿 第二輯』と前掲『佐和田町史 通史編Ⅱ』による。 
山田家は、現在も沢根町に住居を構えておられる。 
































23) 2 枚の用紙に間島家の家系と来歴について記される。 
末尾に「昭和六年五月日/六代/勲八等/間島連平/六十四才/建」とあり、6代目当主である








26) 矢島家は、矢島主計(安永 4・1775 年～天保 3・1832 年)という儒学者、俳人が出た家系とし
て知られる。 





文化 7 年(1810)4 月に佐渡に招き、亀田鵬斎は励風館において経史の講義をおこなったとい




3 枚の用紙にわたって初代から 8代目まで記される。2代目から 5代目までが「農業と大工
職」、6代目と 7代目が「農業と教育」、8代目が「公務員」とある。また、4代目から 7代目

































































































54) 日光東照宮五重塔に関係する建地割図は計 7点が確認出来ている。 
東京国立博物館には、「日光東照宮五重塔建地割之図」と「日光山廟社建地割」内の五重塔
に関する建地割図の 2点が所蔵される。「日光東照宮五重塔建地割之図」は、文化 14 年(1817)
大久保喜平治によるとされており、軸装されている。「日光山献備御五重塔建地割」と題目が








は、文化 14年大久保喜平治によるとされており、大きさが縦 1,790mm×横 880mm であり軸装
されている。東京国立博物館所蔵の「日光東照宮五重塔建地割之図」と同様の体裁となって
いる。「下野/日光山/献備五重御塔建地割下絵図」は、大きさが縦 3,614mm×横 1,232mm であ




り、三種類の線の太さを用い 10 分 1 で描かれ、朱線・朱字を用いながら、右に断面図、左に
立面図が描かれ、仕様・寸法等の建築に必要な情報が記されている。「献備五重御塔建地割下




と題目が記され、大きさが縦 1,878mm×横 751mm であり、軸装されている。東京国立博物館
所蔵の「日光東照宮五重塔建地割之図」と同様の体裁となっており、後世の写しと考えられ
る。 
55) 「秋田藩御大工戸崎家文書について」(永井康雄『東北大学建築学報 第 32 号』[1993]所収)
によれば、戸崎知重は秋田藩佐竹氏に仕え明治維新を迎えるまで御大工として 12 代続いた家
系の 11 代目にあたる人物であり、文化 11 年～12 年(1814～15)、文政 5～7 年(1822～24)の
期間において江戸に滞在し、滞在中に幕府大棟梁の平内氏や辻内氏、また神田の大工大久保
氏から種々の技術書を伝授されたと示されている。 
56) 「江戸幕府大棟梁甲良氏に就て」(田邉泰『建築雑誌 第 50 號 第 609 號』[1936]所収)によれ
ば、甲良若狭棟全は大棟梁を家職とする甲良家 10 代目にあたる人物であることが示されてお
































題)」(『日本建築古典叢書第八巻 近世建築書‐構法雛形』[若山滋 麓和善編著 大龍堂書店
1993.3]所収)、「門外十七種(仮題、絵様雛形)」「矢根絵様」(『日本建築古典叢書第九巻 近
世建築書‐絵様雛形』[麓和善編著 大龍堂書店 1991.3]所収)が確認できている。 
「門外十七種(仮題、雑作雛形)」「三之巻」「五之巻」「工術抜書(仮題)」は、組物や組方に





















67) 前掲『日本建築古典叢書第八巻 近世建築書‐構法雛形』を参照。 
68) 詳細は不明である。 










室 1997]の久遠寺祖師堂再建(文政 13・1830 年)棟札に「東都彫工/島村源蔵俊矩」とあり、
同一人物の可能性がある。 




と刻銘があり、同じく愛宕神社本殿(千葉県八日市場市 嘉永 2・1849 年)に、俊正に関する刻
銘が確認されている。 


































83) 大久保喜平治伝来の大工書は、文化 12年(1815)、13 年(1816)に授かっている。そして、「献
備五重御塔建地割下繪図」の年紀と併せて推測すると、初代杢太郎が江戸に滞在していた期











85) 棟札は、計 21 棟から確認できており、1棟から初代杢太郎、5棟から 2代目杢太郎、15 棟か
ら 3代目杢太郎に関する名前が確認できる。 




ヶ崎 昭和 2・1927 年)については、本殿小屋内部の破風に屋根改築時の墨書が残る。妙宣寺
宝蔵新築(阿佛坊 昭和 7・1932 年)については、妙宣寺五重塔内部に宝蔵新築時に見学を行っ




[3 代目杢太郎 昭和 29・1954 年 1 月]、「建築士選考資格申請書」[3 代目杢太郎 昭和 26・1951
年 2 月]2 部、「二級建築史申請書」[昭和 26 年 4 月]、「履歴書」[3 代目杢太郎 昭和 29 年]、
「履歴書」[3 代目杢太郎 昭和 25・1950 年]が清書と下書きの 2部、「履歴書」[3 代目杢太郎 
昭和 7・1932 年]が清書と下書きの 2部、「履歴書」[3 代目杢太郎 大正 6・1917 年 6 月]の計
9 部ある。4 代目杢太郎の履歴や経歴に関係する史料は、「業務経歴書」[4 代目杢太郎 昭和
26 年]があり、高見松蔵の履歴や経歴に関係する史料は、「業務経歴書」[高見松蔵 昭和 26
年]、「二級建築士選考資格申請書」[高見松蔵 昭和 26 年]がある。本光寺本堂改修(沢根籠町 
昭和 9年)については、間島家所蔵史料と年代と内容が合致する普請内容を記した史料が当寺
に残る。また、白山神社社殿改築(沢根五十里 昭和 4・1929 年)については、改築の際に用い
た史料類が当神社に残り、荒崎神社社殿改築(椿 昭和 10・1935 年)については、改修の記録
が当神社に残る。 
前掲『澤根町誌稿 第二輯』には、「初代杢太郎の建設せる郡内の二、三建造物」とし、「一.












33 年(1900)から昭和 27 年(1952)にかけて 3代目杢太郎が関与した 27 棟が示され、「（個人住
宅等一部略）此のほか、新潟市の護国神社など、島外においても社寺建築に携わっているが
割愛した」と、個人住宅や島外における仕事に従事していたことが記されている。 
86) 3 代目杢太郎の履歴や経歴に関係する史料は、「三世間島杢太郎略歴」[3 代目杢太郎 昭和 29・
1954 年 1 月]、「建築士選考資格申請書」[3 代目杢太郎 昭和 26・1951 年 2月]の 2部、「二級
建築史申請書」[昭和 26 年 4 月]、「履歴書」[3 代目杢太郎 昭和 29 年]、「履歴書」[3代目杢
太郎 昭和 25 年]が清書と下書きの 2部、「履歴書」[3 代目杢太郎 昭和 7・1932 年]が清書と
下書きの 2部、「履歴書」[3 代目杢太郎 大正 6・1917 年 6 月]の計 9部ある。 
87) 大正 3年(1914)7 月 26 日に、勧校第 155 号として澤根町役場から 3代目杢太郎宛に実施要綱



























1951 年]、「二級建築士選考資格申請書」[高見松蔵 昭和 26 年]が所蔵されており、それらに
よると、昭和 2年(1927)3 月に佐渡郡澤根尋常小学校第六学年を卒業、昭和 4年(1929)3 月に
佐渡郡澤根尋常高等小学校第三学年を卒業し、昭和 4 年 4 月に 3 代目杢太郎に弟子入りした
という。 















源次家住宅(不明 3 代目杢太郎設計)、伊藤芳雄家住宅(不明 4 代目杢太郎設計)、佐々木豊吉
家作業場(不明 4 代目杢太郎設計)、真藤周作家住宅(不明 4 代目杢太郎設計)、半田文一家住
宅(不明)の計 6 棟に関係する図面が、公共建築については、沢根公会堂(沢根 3 代目杢太郎
設計)、七浦小学校奉安庫(二見 3 代目杢太郎設計)、沢根小学校奉安庫(沢根 3 代目杢太郎設
計)、後山小学校奉安庫(後山 3 代目杢太郎設計)、沢根保育園(沢根 高見松蔵設計)、長木保
育所(長木 山本嘉作設計)、遊技場(不明 山本嘉作設計)の計 7棟に関係する図面が残る。 















105) 間島家所蔵の出面表から出勤日数を抽出し、月ごとの工数を示した。ただし、明治 29 年
(1896)9 月から 12 月にかけての月ごとの工数の合計は、出面表に表記されている明治 29 年
中の工数小計と計算が合わない。ここでは、これらが同じ史料に記されている工数のため、
参考として表に示した。 
106) 棟札は、2 枚組、2 組が確認でき、表 13 の A と B が記載内容である。体裁は異なるが、書か
れる内容は同じである。 
107) 破風板など屋根の反りに関わる部材のことを指すと考えられる。 
108) 間島家所蔵の 3 代目杢太郎が大正 12 年(1923)6 月から大正 13 年(1924)11 月の期間を記した
日記には、「下相川本興寺大工」と題した頁があり、21 名の大工職人名が記されている。そ
して、7名と 14 名に分けられ、14 名を「相川大工」と称している。 
109) 表 12 の№(8)では、簡易的に屋根を図示しており、身舎の平面を「片屋根」とし、前面を「前
屋」、後面を「後屋」としている。 






113) 当本殿は、身舎奥行 3 間のうち、前方 1 間分を吹き放ち、その前面に向拝が付く、特徴的な
















119) 表 14 の№(15)に記される「松ヶ崎大工」の工数と手間賃は、この日当では計算が合わない。
しかし、本論では、これらが同じ史料の同じ項目に記されているため、この日当を参考にし
た。 





































第 4 章 
 













































国道 350 号線と新潟県道 65 号両津真野赤泊線が合流する地点に境内を構える。真野宮御造営(以
下、御造営)は、大正 9年(1920)7 月に上棟式が行われており、近代佐渡では重要な事業であった。





真野宮社殿(図 1,写真 1)は、神殿 1)・幣殿・拝殿からなる複合社殿で、拝殿と幣殿は、コンク
リート造の亀腹上にたち、神殿は一段高い切石積の基壇上にもうけたコンクリート造の亀腹上に
たつ。 
神殿は、正面 3 間、側面 2 間の切妻造妻入で、四周に高欄付の榑縁を張り、前面に木階を設け
る。身舎内部は、建具を入れて前後に間仕切り、内陣と外陣とする。柱間装置は、外陣正面の中
央柱間と内陣正面の各柱間に幣軸を構えて板戸を、外陣側面には蔀戸を吊り、室内側に障子戸を
併設する。幣殿は、正面 1 間、側面 3 間の両下造で、側面に高欄付の榑縁を張る。柱間装置は、























































































































写真 1 真野宮社殿(真野新町)  
上左：社殿全景 上右：拝殿正面 中左：拝殿妻面 中右：幣殿より神殿を見る 下左：神殿背面 下右：神殿側面  











輪寺跡地において神殿造営が起工し、明治 9年(1876)5 月に竣工した 2)。また、明治 11 年(1878)9
月の明治天皇の北陸道巡幸の際に順徳天皇の遺跡として調査されている3)。明治27年(1894)7月、
2代目社司の真木山豊丸が、社殿の廃頽を理由に社殿改築および維持保存を目的とした「真野宮保





た 5)。また、明治 33 年(1900)12 月に 4代目社司の真木山孟治が御料林の払下げを願い出て、明治
38 年(1905)に引き渡されている 6)。一方、明治 31 年(1898)11 月には、維持資金の一部の資金援
助を請願し、明治 32 年(1899)3 月に宮内省から 200 円が下賜されている 7)。 
以上の経過の中で生じた真野宮保存問題は、「順徳天皇御遺蹟保存に関する建議案」として国会
に提出された。建議案は、順徳天皇を奉祀する神社であることとこれまでの経過における皇室と
の関係を踏まえ、真野宮保存の重要性を訴えている。明治 33 年 1月、衆議院で可決され、保存す
るための最低限の資金援助を求め、補助額を 30,000 円、うち 10,000 円を維持費とした。しかし、
政府は不同意とし、貴族院では次期の議会までに調査し、予算に増減を加える事とした。そして、
貴族院議員五十嵐甚蔵が明治 33 年 6 月に佐渡へ渡航して実地調査を行い、明治 34 年(1901)2 月に




「真野宮および御遺跡に関する現地調査報告書」を作成、明治 34 年 3 月に建議案を提出したが先





〔明治 16・1883 年 8 月〕10)には、「一.社殿間数/本社方二間/弊殿間口二間奥行一間一尺五寸/拝
殿間口四間奥行五間/鳥居礎間二間二尺/一.境内坪数並地種/六百五拾七番(九百十番)千三拾坪
(三百四十八坪)/計一三七八坪/官有地第一種/神官祀官當村(雑太郡真野村)真木山豊樹」とある。











































図 2 「県社真野宮建物略図」(部分) 
「県社真野宮維持方法ニ付上申」 
(「真野宮文書」所収) 
図 3 「奉迎地図」(部分) 『皇太子殿下佐渡行啓記念誌』所収






治 42年(1909)3 月に 4代目社司の真木山孟治が「財団法人順徳天皇御遺跡保存会」を設立した 14)。








る 19)。本殿は、正面 3 間、側面 3 間の三間社流造で、身舎の四周に高欄付の縁が廻り、正面に木
階 7級と浜縁を設ける。身舎は、前半 2間分が外陣、後半 1間分が内陣であり、正面の寸法は「四
間一尺九寸六分」である。配置は、本殿の四周に正面 13 間、側面 17 間の透塀が廻り、正面に中
門祝詞屋 20)を構える。その前方に拝殿が、透塀の背面右側に神庫 21)がたち、それらの四周に正面
24 間、側面 35 間の内玉垣が廻り、正面に鳥居がたつ。そして、右側に社務所、左側に神饌所と祭
器庫がたち、さらに四周に正面 36 間、側面 48 間の外玉垣を廻らせ、正面に鳥居がたっている。
敷地面積は 1,728 坪である。予算は、基本金 20,000 円、建築金 27,500 円、事務費 2,500 円の計
50,000 円で、新潟県下有志者と他県在住の佐渡出身の人々に寄附金を求めている。そして、明治
45 年(1912)7 月には、内務省神社局技手兼造神宮使庁技手の桐山平太郎 22)によって、実地調査の
上、官幣大社相当の設計が行われており、合計 50,000 円の予算のうち、第 1 着手として 25,000
円をかけて拝殿から造営する計画をたてている 23)。また、6 月に佐渡の有力者約 100 名が佐渡郡
の重要問題を協議し、御造営はその第 1問題として最も重要な問題となった 24)。 
 




























図 4 上：配置図 左下：本殿正面立面図  右下：本殿側面立面図 「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」所収 








費 31,000 円を県下各郡都市に配当して寄附金を募る計画で、佐渡郡の負担額が 10,000 円、ほか



















表 2  
新潟県下各郡都市 
配当金額一覧 






















表 1 佐渡郡配当金額一覧 



































から断行したという。さらに大正 8 年(1919)にも予算を 78,000
円に修正しており 29)、「真野宮御造営費報告」30)(表 3)によると、
御下賜金と寄附金の総額が 61,400 円であり、支出金額は 59,608




月)と修正後(大正 7・1918 年 2 月)の内訳
を一覧にしている。修正前の名目は、「順
徳天皇御遺跡保存会趣意書」〔明治 42・






























表 3 「真野宮御造営費報告」 
































表 4 概算金額一覧 
「大正元年 12 月 16 日/真野宮御造営」、「大正 7年 2月 25 日/真野宮造営費」 
(『佐渡新聞』より)をもとに作成 




て意見を求め、設計内容を再検討しており 32)、大正 5 年(1916)6 月 3 日の委員会では、寄付金の
収納模様によって普請方法、規模、設計を協議するとし、寄附金次第で設計を変更することが示
されている 33)。そして、大正 6年(1917)4 月 6 日の委員会で、神殿の造営箇所の実地調査を行い、




設計を大きく修正し社殿を拡充したことがわかる。大正 7年(1918)1 月 5 日には、設計の概要が公
表されており、「本殿は十五尺四方の神明造り弊殿は四間に二間半の神明造り拝殿は五間に三間の
神明造り」で、ほかに社務所神符授与所、倉庫、手水舎、神饌所、祭器庫、制札台、一ノ鳥居、
二ノ鳥居、社号標、皇族下乗札、石橋などを建築するとしている 35)。さらに 3月 15 日に本殿、拝
殿及向拝、幣殿、後門及透塀、神饌所、社務所、祭器庫、内玉垣、荒垣について仕様が公表され































田中三津四郎 42)が設計顧問につき、工事監督として鈴木三造 43)も参画したという 44)。流造の神殿





























表 5 予想支出金額の内訳(大正 7・1918 年 7月) 
























































図 5  
上左：「真野宮神殿正面弐拾分壱」(部分)      上中：「真野宮神殿内陣断面貮拾分一」(部分)  
上右：「真野宮幣殿正断面貮拾分臺」(部分)     中左：「真野宮神殿側面弐拾分臺」(部分)  
中右：「真野宮神殿側面断面弐拾分一」(部分)    下左：「真野宮拝殿側面貮拾分臺」(部分)  
下右：「真野宮拝殿幣殿取付正断面貮拾分壱」(部分)   すべて間島家所蔵 



















































代々、建築委員長についている 48)。明治 44 年(1911)10 月 18 日、佐渡郡長の深井康邦が臨時郡会
を開会し、用材は郡内の御料林から払下げを受けることになった 49)。そして、大正元年(1912)6
月に県知事が敷地を視察し、旧社殿のたつ場所と地続きの高燥明媚な畑地 1700 坪を選定し、12
月前に実測調査が完了している 50)。大正 2 年(1913)8 月 9 日に地鎮祭が執行され 51)、社殿と社務
所などの敷地面積が 1,575 坪、拝殿前の敷地面積が 425 坪の計 2,000 坪であった 52)。そして、9
月 19 日に設計を完成し、計画を決定したという 53)。11 月 21 日の委員会では、敷地を西南の県道、
南東の郡道境まで拡張し、地均工事の完了後、神殿、弊殿、拝殿、透塀の工事を起工することに
なった 54)。 
大正 3 年(1914)3 月、木材世話役の臼杵平吉 55)が、社殿の用材に本郡産の檜材を使用し、その
多くを御料林から出す計画を公表している 56)。伐採は、小倉山と城山の御料林で行っており、木
挽は西蒲原郡弥彦村の馬場己之助 57)が請負っており、ほか 3 名の木挽が関わっている。また、臼





正 8 年(1919)3 月に和木の共有林に適材があることを確認し、伐採と運搬を請負った。そして、4
月中旬から伐採に着手し、3週間で完了した。また、共有林の用材のみでは不足しているため、個
人の所有木を集伐して確保している。そして、6月に運搬に着手し、10 月に完納している 63)。 
地均工事は、郡内各地の青年会と小学校生徒の労力寄付によって大正 3年 8月 31 日から 9月 20
日、11 月 5 日から 8 日の期間に行われ、約 8 割が完了した。残りの約 2 割の地均工事は、大正 4
年(1915)9月に敷地724坪9合3勺に対して土盛工事を請負入札によって行うことが公表されてお





岸の約延長 70 間に高さ 4 尺の石垣を丸石でつくり、田地側に根止めとして古石を 2～3 段に積み
立てており、社殿位置の盛土が悪質のため良土と取り替えている 65)。そして、大正 6 年(1917)4
月 6 日の委員会で、真木山孟治から寄贈または買収する土地の登記手続きを行い、境内と民有地
の境界に標を立て、敷地拡張が完了した 66)。 
大正 6 年 6 月には、地均工事の完了につき、建築監督鈴木三造と建築技師田中三津四郎が安達
郡長と建築に関する打ち合わせを行い、工事の大体を直営として 6 月下旬から着手することとな
り、6月に御造営事務所建設に関する請負工事の入札を行い、7月に事務所が完成して引き渡され
ている 67)。工事には理事に新潟県建築技師の田中三津四郎がつき、工事監督に第 1 期工事のうち
神殿、幣殿、瑞垣、後門の工事に鈴木三蔵が、残りの工事に刈部撰次 68)がついている。また、棟
梁に 3 代目間島杢太郎、副棟梁に八幡の加藤新右衛門と金丸の後藤勘一郎がついた 69)。そして、
基礎工事が畑野村青年会、真野村青年会、吉岡村青年会、河原田町青年会、真野村軍人分会、吉
岡村軍人分会などの労力寄付によって大正 6 年 8月 4日から 8月 10 日、8 月 17 日から 20 日の期
間で行われ、その間に神殿と弊殿の素屋根が完成している 70)。大正 4 年 4 月 14 日の委員会では、
地均工事の完了後に弥彦神社再築工営所長をつとめた新潟県技師の奥山亀蔵 71)の派遣を県内務課
長に申請し、基礎工事、石材の選択などについて意見を求めている 72)。基礎工事では、神殿は煉
瓦積みで、弊殿と拝殿の柱下は 1 尺 8 寸以上の玉石を各所に積み込み、その上に 1 尺 2 寸の厚さ
に割栗石を搗き固め、さらに 1 尺 5 寸に幅 3 尺のコンクリートで固め、地覆下を巾 2 尺のコンク
リートで固めている。佐渡では未曾有の大基礎工事であったという 73)。大正 6 年 9 月 1 日に神殿
と幣殿の工事に着手し、大正 7 年(1918)1 月には神殿と幣殿の切込みが終わり仕上げに着手、11
月に終了している。また、10 月に制札台を製作している。10 月 1 日の委員会では、拝殿、瑞垣、
鳥居などの造営について議了している。また、6 月に瑞垣と後門の工事に着手し、12 月に後門、
大正 8年 1月に瑞垣の工事が終了している。そして、1月に拝殿の工事に着手し、大正 9年(1920)6
月に落成、7月に上棟祭、遷宮式、奉祝祭が行われた 74)。 































































































































































に棟梁を命じられたことがわかる。そして、山本半蔵の「日記」79)では、大正 6年(1917)12 月 29
日には棟梁と称されている。一方、「真野宮工作費佛渡精査帳」80)では、大正 6 年 9 月 25 日から
大正 9年(1920)1 月までの大工職人に関する契約と支払いについて経過が記されており、工費など
をまとめて 3 代目間島杢太郎は山本半蔵に請求している 81)。また、大正 7 年(1918)1 月に鈴木三
造によって公表された御造営の概要と出面表、「真野宮御造営日記」82)の「真野宮建築職人名簿」
によると、棟梁と副棟梁の 3人を含む計 57 名の職人が関わり、沢根五十里、両津、金丸、泉、八
幡、濱中、真野新町、長木、戸中、河原田、筵場、小木など郡内の広範囲から来ているが 83)、中














































原田諏訪町 昭和 7・1932 年 図 7,写真 3)は、切石積の基壇上に設けたコンクリート造の亀腹上に










年)、後山小学校奉安庫(宮川 昭和 17・1942 年 図 8)、沢根小学校奉安庫(沢根町 年代不詳)など






































図 8 「畑野村後山奉安庫二十分一」(部分) 間島家所蔵 左：正面立面図 右：側面立面図 
図 7 「招魂社神殿側面立面図」(部分) 間島家所蔵 写真 3 招魂社神殿(河原田諏訪町)全景 












2 代目による本殿は、白山神社本殿(南片辺 明治 14・1881 年 図 10,写真 5)と熊野神社本殿(戸
地 明治 22・1889 年 図 11,写真 6)が前面に向拝がつく一間社入母屋造、羽黒神社本殿(北片辺 明
















































































写真 5 白山神社本殿(南片辺) 正面 
写真 4 石動神社本殿(後尾) 上：本殿正面 下：本殿細部意匠 




























写真 6 熊野神社本殿(戸地) 正面 






















継続性が窺える。大山袛神社本殿(相川下山之神町 大正 4・1915 年 図 14,写真 9)と小平神社本殿





















写真 8 北野神社本殿(稲鯨) 上：正面 下：身舎正面 





























御造営後の神殿 90)は 8 棟が挙げられ、図面と設計書、遺構によるとすべて切妻造妻入となり、
装飾は少なく簡素である。熊野神社神殿(小野見 大正 9・1920 年 図 15,16)は、御造営後の最初の
































十里 昭和 4・1929 年 図 17,18)、石動神社神殿(後尾 昭和 6・1931 年 図 19)91)、大山袛神社神殿
(西三川 昭和 11・1936 年 図 20,21)、夷神社神殿(小田 昭和 14・1939 年)、善知鳥神社神殿(相川
下戸村 昭和 17・1942 年 図 22)92)、塩釜神社神殿(相川江戸沢町 昭和 17 年)、五所神社神殿(下川

















































図 16 「熊野神社神殿側面立面図」(部分) 間島家所蔵 



























図 15 熊野神社社殿(小野見) 平面図 





































































































図 19 石動神社本殿(後尾) 平面図 




















年(1932)2 月と 4 月の 2 度にわたって実地調査を行い、角南隆の指導のもと境内拡張整理と本殿、
幣殿、拝殿、玉垣、大鳥居などの設計案を作成したという。昭和 7 年 6 月、国会の臨時議会にお
いて、地方有志 500 名余りの署名をもって貴族院・衆議院に請願書を提出し、6月 10 日に貴族院、
6月 14 日に衆議院で可決され、御下賜金 500 円、国庫金 12,000 円の資金援助を受けて本殿改築に
着手したという。そして、昭和 7 年 9 月に県会建議において建議案が可決されている。また、昭
和 7 年 10 月には、一ノ宮奉賛会を設立して郡内外にわたる浄財寄附の大勧募を起し、昭和 10 年
(1935)まで行い、本殿、幣殿、拝殿の工費 100,000 円のうち 50,000 円が集まったという。間島家
には昭和 7 年に作成された本殿、幣殿、玉垣に関する仕様書、見積書などの実務的な史料が残る
図 22 「善知鳥神社神殿側面」(部分) 間島家所蔵 図 23 「五所神社神殿側面」(部分) 間島家所蔵 





『近代の神社景観』には、昭和 7 年に撮影された旧覆屋と幣殿の古写真(写真 10)と昭和 9 年
(1934)に撮影された本殿と幣殿の古写真(写真 11)が掲載されており、昭和 9 年の古写真は、幣殿
前に繋がる拝殿と接続する階段が前身のものである 95)。 
度津神社本殿・幣殿(羽茂飯岡 昭和 9年 図 24,写真 12)は、切石造の布基礎上にたつ。本殿は、















































写真 11 度津神社本殿および幣殿  
古写真(昭和 9・1834 年) 『近代の神社景観』所収 
写真 10 度津神社本殿および幣殿  
古写真(昭和 7・1932 年) 『近代の神社景観』所収 
写真 12 度津神社(羽茂飯岡)  
上：本殿および幣殿 中上：幣殿側面  
中下：本殿側面     下：幣殿より本殿を見る 
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15 年(1940)から整地作業を始め、昭和 18 年(1943)に着手、昭和 19 年(1944)に地鎮祭が行われ、
昭和 21 年(1946)に本殿が完成、昭和 23 年(1948)から 24 年(1949)にかけて祝詞殿が建設され、昭
和 24 年 11 月 26 日に社殿が完成していない中、英霊の御遷座式、合祀式、秋の大祭を兼ねた祭事
を行ったという。また、宮司不在の問題もあったが、弥彦神社の宮司が兼務することで昭和 27 年
(1952)に神社として認められたという。 





















調査を頼んでいたようで、間島家には、その報告を記した昭和 14 年(1939)10 月 2 日と昭和 15 年
(1940)5 月 22 日付けの 2 通の手紙が残る。昭和 15 年 5 月 22 日付けの手紙には、拝殿の仕様につ

































祝詞殿は、正面 1 間、側面 3 間の切妻造妻入で、正面に軒唐破風が付く。背面が本殿に、左右
が渡廊に繋がる。側面前方 1 間は土間で、正面に諸折両開きの桟唐戸を入れ、側面は間仕切りを





神饌殿は、正面 1 間、側面 2 間、切妻造妻入で、正面は翼廊に繋がる。正面は両開きの板戸を吊
り、外側側面は引違いの板戸を入れる。内部は土間で、天井は張らない。角柱を貫と長押で固め、
舟肘木を組む。妻面は叉首組である。屋根が銅版葺、軒が一軒疎垂木である。 










拝殿は、正面 5 間、側面 3 間、入母屋造平入で、両側面が回廊と繋がる。柱間装置は、正面の













































図 25 「佐渡護国神社々殿新築設計図/本殿正面及断面祝詞殿翼廊透塀断面縮尺二十分之一」 間島家所蔵 




























図 26 「記念堂平面六拾分一」(部分) 間島家所蔵
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写真 13 佐渡護国神社(千種)  
上左：拝殿側面 上中：本殿側面 中：祝詞殿および渡廊 下左：祝詞殿内部 下右：祭場 






























































2) 「神社明細帳」〔新潟県立文書館蔵,明治 16・1883 年 8 月〕、「順徳院天皇御遷還式」〔明治 7・
1874 年 5 月 10 日〕（「山本家文書」所収）、「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」〔新潟県立図書館
蔵,明治 42・1909 年 9 月〕などによる。 
「山本家文書」は、代々に真野宮の崇敬者を務める山本家所蔵の史料である。山本半蔵(慶
応元・1865 年-昭和 12・1937 年)は、御造営において建築委員や建築用材管理委員などの役
職につき、経費の管理を任されている。なお、本論で用いる山本家文書は、すべて山本半蔵
が残したものである。 
3) 「順徳天皇御遺跡捜索之記」〔明治 11・1878 年 9 月〕（「山本家文書」所収）による。 
4) 「真野宮保存立誠会義捐金募集届に対する認可書」〔明治 29・1896 年 12 月 9日〕、「御料地拝
借願写」〔明治 31・1898 年 11 月 21 日〕、「真野宮保存金請願書寫」〔明治 31 年 11 月 23 日〕、
「真野宮保存金募集の請願書」〔明治 32・1899 年 9月 12 日〕、「県社真野宮維持方法ニ付上申」
〔明治 40・1907 年 5月 22 日〕(「真野宮文書」所収)、前掲「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」
などによる。 
「真野宮文書」は、真野町公民館蔵の明治 8年(1875)から昭和 19 年(1944)にかけての史料
であり、新潟県立文書館に副本がある。 
5) 前掲「御料地拝借願写」、前掲「真野宮保存金請願書寫」、「御料地拝借願に対する許可指令書
写」〔明治 31・1898 年 12 月 19 日〕(「真野宮文書」所収)、「明治 43 年 5 月 20 日/承久帝御
遺跡保存計画」(『佐渡新聞』〔東京国立図書館および新潟県立文書館蔵,佐渡新聞社発行,明
治 30・1897 年-大正 7・1918 年〕より)などによる。 
6) 前掲「御料地拝借願写」、前掲「御料地拝借願に対する許可指令書写」、「宮内省告示第一号」
〔明治 33・1900 年 11 月 5 日〕、「御料地払下願」〔明治 33 年 12 月 28 日〕、「第一一七号」〔明
治 33 年 12 月 28 日〕、「樹苗下附願」〔明治 38・1905 年 5 月 27 日〕、「土地引渡願」〔明治 38




年 5 月 26 日〕（「真野宮文書」所収）、「明治 33 年 4 月 7 日/御陵林払下の内定」、「明治 34 年
1 月 19 日/御料林の払下」、「明治 44 年 10 月 18 日/郡参事会」(『佐渡新聞』より)などによ
る。 
7) 前掲「真野宮保存金請願書寫」、「御下賜金御沙汰書寫」〔明治 32・1899 年 3 月 13 日〕（「真野
宮文書」所収）などによる。 
8) 前掲「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」による。また、「明治 33 年 2 月 2日/順徳天皇遺跡保存
に関する建議案」、「明治 33 年 2 月 28 日/順徳天皇御遺跡保存建議案の延期」、「明治 33 年 3
月 8 日/真野宮保存の建議に就て」、「明治 34 年 5 月 15 日/順徳帝御遺跡保存に関する建議案
と実地調査報告書」、「明治 34 年 5 月 17 日/順徳帝御遺跡保存に関する建議案と実地調査報告
書(続)」、「明治 35 年 2月 24 日/順徳天皇御遺跡保存の建議案」、「明治 35 年 3月 2 日/順徳天
皇御遺跡保存の建議」(『佐渡新聞』より)などを参照。 





















9) 「明治 45年 6 月 22 日/佐渡の中心的人物」(『佐渡新聞』より)による。 
10) 明治 16 年(1883)8 月,新潟県立文書館蔵。 
11) 前掲「県社真野宮維持方法ニ付上申」(「真野宮文書」所収)。 
12) 『皇太子殿下佐渡行啓記念誌』〔昭和 11・1936 年 11 月 3 日発行,編集兼発行所真野尋常高等
小学校〕所収。 
13) 貴族院議員五十嵐甚蔵が、明治 33 年(1900)6 月に実地調査を行い、明治 34 年(1901)2 月 20
日に作成している。 
前掲「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」、「明治 34 年 5月 17 日/順徳帝御遺跡保存に関する建
議案と実地調査報告書(続)」(『佐渡新聞』より)に、その全文が記載されている。 
14) 前掲「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」、「内務省新甲第一一六号」〔明治 42・1909 年 5 月 10 日〕、
「順徳天皇御遺跡保存会」〔明治 42 年 9 月 22 日〕（「真野宮文書」所収）、「明治 41 年 11 月
19 日/財団法人順徳天皇御遺跡保存会規程」、「明治 42年 4月 11 日/順徳天皇御遺跡保存会」、
「明治 43年 5 月 20 日/承久帝御遺跡保存計画」(『佐渡新聞』より)などによる。 
15) 『近代の神社景観』〔神道文化会編,1998.4.10〕内の「写真掲載神社由緒」によると、明治 6
年(1873)8 月 14 日に官幣中社に列し、10 月 7 日に土御門天皇と順徳天皇の御霊を合祀、昭和
14 年(1939)3 月 1 日の後鳥羽天皇の七百年遠忌を機に官幣大社に昇格し、水無瀬神宮と改め
ている。 
16) 「明治 43 年 7 月 16 日/佐渡めぐり」(『佐渡新聞』)には、「真野宮も水無瀬宮と同じ、将来
は国幣中社に昇格せらるるさうて、社殿も国幣中社同様に改築する設計」とあり、「大正 9年
7 月 20 日真野宮遷宮記念号/遷宮所感」(『佐渡日報』〔新潟県立文書館蔵,佐渡日報社発行，











18) 新潟県立図書館蔵。また、「大正元年 12 月 20 日/真野宮御造営」(『佐渡新聞』より)を参照。 








れており、桐山平太郎が明治 32 年 2 月－44 年(1911)5 月に内務省神社局技手兼造神宮使庁技
手、大正 8年(1919)7 月－不明に明治神宮造営局技手の役職についていたことがわかる。 
23) 「明治 45 年 2 月 15 日/真野宮の造営」(『佐渡新聞』)には、「順徳帝御遺跡保存會の事業と
して新に真野宮を造営し官幣大社同格の社殿として長へに神霊を安んじ奉らんとの目的を以
て…中略…同社殿の圖面は既に内務省神社局技師の手に依り調整を終へ」とあり、「明治 45
年 6 月 22 日/佐渡の中心的人物」(同)には、「官幣大社相當の社殿を設けて行々は御昇格を願
ひ」、「明治 45 年 7 月 30 日/真野宮の御造営」(同)には、「真野宮御造営につき近日中内務省
の建築技師来郡、実地調査の上之が設計を立て差當り其第一着手として總経費二万五千圓を





となす計畫なり」、「大正 5 年 1 月 1 日/真野宮改築案」(同)には、「宮内省及び内務省に稟請




24) 「明治 45年 6 月 22 日/佐渡重要問題委員会」、「大正 3年 1月 1日/新年所感」(『佐渡新聞』
より)、「大正 9 年 7 月 20 日真野宮遷宮記念号/佐渡重要問題の革新/国民の志気作興の好機/
遷宮所感」(『佐渡日報』より)などによる。 
郡是六大要綱として真野宮造営、越佐連絡、湖海連絡、沿海道路築造、軽便鉄道敷設、海
底専用電話線架設の 6項目が提唱された。その第 1の問題が真野宮造営であった。 
25) 「大正元年 11 月 22 日/真野宮造営に就て」、「大正元年 12 月 19 日/真野宮改築予算」、「大正
元年 12 月 20 日/真野宮御造営」、「大正元年 12 月 21 日/御造営費と町村」(『佐渡新聞』より)
などによる。 
26) 「建築委員会/大正 2年 11 月 21 日/大正 4年 12 月 14 日/大正 5年 3月 16 日/9 月 27 日/大正
6年 2月 3日」、山本半蔵が記した「日記/大正 7年 10 月 15 日/大正 8 年 9月 9日/12 月 28 日」
(「山本家文書」所収)などによる。 
27) 『弥彦神社明治百年誌』〔弥彦神社社務所,1988.3〕を参照。 
28) 「大正 7年 2月 25 日/真野宮造営費」(『佐渡新聞』より)による。 










31) 「建築委員会/大正 2 年 11 月 21 日」(「山本家文書」所収)には、「社殿ノ位置ハ京都ノ方へ
向ケル事…中略…既ニ出来セシ建築設計変更書ニ対シ調製者へ相当報酬ヲ為ス事」とある。
また、「大正 2 年 9 月 19 日/真野宮造営工事」(『佐渡新聞』)には、「真野宮御造営の設計完
了したるを以て」、「大正 3 年 1 月 1 日/新年所感」(同)には、「社殿は現在の敷地を取拡げ官
幣社として差支えなき設計とし、京都向きにて建築する計画である。」とある。 
32) 「建築委員会/大正 4年 4月 14 日」(「山本家文書」所収)には、「社殿ノ屋根ハ銅板葺ヲ改メ
檜皮葺トスルニハ一坪ニ付見積金額何程ノ差額アリカ現在設計ノ屋根地更正ノ必要ナキカ且
ツ其耐久力ノ長短得失等ニ付キ設計者桐山技師ニ照會シ其意見ヲ□スルコト」とある。 
33) 「建築委員会/大正 5年 6月 3日」(「山本家文書」所収)などによる。 
34) 「建築委員会/大正 6年 4月 6日」、山本半蔵が記した「日記/大正 6年 4月 6日、7月 12 日、
13 日」(「山本家文書」所収)などによる。 
35) 「大正 7年 1月 5日/新に成る真野宮御建築」(『佐渡日報』より)による。 
36) この仕様は、後掲する山本家に所蔵される「真野神宮設計図」内の「設計書仕様」に記され
る情報と一致する。 



















「県社真野宮御造営の沿革及現況」〔大正 7・1918 年 7 月〕(「山本家文書」所収)に、新潟
県建築技師とある。 
43) 詳細は不明。 
前掲「県社真野宮御造営の沿革及現況」、山本半蔵が記した「日記/大正 7年 11 月 7 日」（「山
本家文書」所収）などによると、工事監督であり、大正 7・1918 年 11 月に転任している。 











明治 40・1907 年 9 月)が挙げられており、「一種の神明造」とされる宮崎神宮社殿について、
唯一神明造との違いを論じた上で、神明造をモチーフに用いた社殿の中でもきわめて特異で、







48) 「建築委員会」、山本半蔵が記した「日記」(「山本家文書」所収)などによると、大正 2 年
(1913)10 月 17 日に、真木山孟治、山本半蔵、嵐城嘉平、中山小四郎、高野宏策が深井康邦
より委員に嘱託されており、結成から大正 9 年(1920)7 月 21 日の遷宮祭までの間に 28 回の
委員会開催が確認できる。 
49) 「明治 44年 10 月 18 日/郡参事会」(『佐渡新聞』より)による。 
50) 「大正元年 12 月 3 日/真野宮地均工事」(『佐渡新聞』より)による。 
51) 「大正 2年 8月 9日/来郡中の安藤知事」(『佐渡新聞』より)による。 
52) 「大正 2年 8月 31 日/真野宮造営工事」(『佐渡新聞』より)による。 
53) 「大正 2年 9月 19 日/真野宮造営方針」(『佐渡新聞』より)による。 
54) 「建築委員会/大正 2年 11 月 21 日」(「山本家文書」所収)による。 
55) 詳細は不明。 
「大正 9年 7月 22 日/荘厳神秘の遷宮式」(『佐渡日報』より)に、木材世話役とある。 
56) 「大正 3年 3月 3日/真野宮地均工事」、「大正 3年 3月 19 日/真野宮改築用材」(『佐渡新聞』
より)、「大正 9 年 7 月 20 日真野宮遷宮記念号/真野宮御造営の用材」(『佐渡日報』より)な
どによる。 
57) 詳細は不明。 
「大正 7年 1月 5日/新に成る真野宮御建築」(『佐渡日報』より)に、木挽棟梁とある。 
58) 詳細は不明。 
59) 「建築委員会/大正 4年 12 月 14 日」(「山本家文書」所収)による。 
60) 「建築委員会/大正 5年 9月 27 日」(「山本家文書」所収)による。 
61) 「建築委員会/大正 4 年 4 月 14 日/8 月 19 日」(「山本家文書」所収)、「大正 3 年 3 月 3 日/




真野宮地均起工」、「大正 3 年 3 月 19 日/真野宮改築用材」、「大正 4 年 4 月 16 日/真野宮改築
近」、「大正 6 年 9 月 15 日/真野宮御造営」(『佐渡新聞』より)、「大正 7 年 1 月 5 日/新に成
る真野宮御建築」、「大正 9年 7月 21 日/棟傍の文章」(『佐渡日報』より)などによる。 
62) 詳細は不明。 
「日記/大正 8 年 3 月 16 日」(「山本家文書」所収)によると、佐渡市白瀬に居住する木材
商とある。 
63) 「大正 9年 7月 20 日真野宮遷宮記念号/真野宮御造営の用材/御造営用材伐採顛末(上)」、「大
正 9年 7月 21 日/御造営用材伐採顛末(下)」(『佐渡日報』より)などによる。 
64) 「大正 3 年 8 月 23 日/真野宮地均開始」、「大正 3 年 9 月 11 日/真野宮地均工事」、「大正 3 年
10 月 4 日/真野宮と青年会」、「大正 3 年 11 月 3 日/真野宮地均工事」、「大正 4 年 4 月 17 日/
真野宮改築近」(『佐渡新聞』より)、「大正 4 年 9 月 15 日/真野宮土盛工事入札」(『佐渡日
報』より)、「建築委員会/大正 4年 4月 14 日/8 月 19 日/大正 5年 1月 1日」(「山本家文書」
所収)などによる。 
65) 「建築委員会/大正 5年 1月 1日」(「山本家文書」所収)による。 
66) 「建築委員会/大正 6年 4月 6日」(「山本家文書」所収)による。 
67) 「日記/大正 6年 6月 10 日/6 月 25 日/7 月 7 日」(「山本家文書」所収)による。 
68) 詳細は不明。 
「日記/大正 8 年 7 月 17 日」(「山本家文書」所収)によると、大正 8 年(1919)7 月に着任
している。 
69) 「大正 7 年 1 月 5 日/新に成る真野宮御建築」、「大正 9 年 7 月 21 日/棟傍の文章」(『佐渡日
報』より)などによる。 
70) 「日記/大正 6 年 7 月 29 日、8 月 4 日、8 日、9 日、10 日、17 日、18 日、20 日」(「山本家
文書」所収)、「大正 6年 8月 4日/真野宮の基礎工事」、「大正 6年 9月 15 日/真野宮御造営」
(『佐渡新聞』より)、「大正 7 年 1 月 5 日/新た成る真野宮御建築」(『佐渡日報』より)など







72) 「建築委員会/大正 4年 4月 14 日」(「山本家文書」所収)による。 
73) 「大正 6年 8月 4日/真野宮の基礎工事」(『佐渡新聞』より)による。 
74) 山本半蔵が記した「日記/大正 7年 10 月 15 日」、前掲「県社真野宮御造営の沿革及現況」(「山
本家文書」所収)、「大工出面帳」(「間島家文書」所収)、「大正 6年 9月 15 日/真野宮御造営」
(『佐渡新聞』より)、「大正 7年 1月 5日/新に成る真野宮御建築」、「大正 9年 7 月 7日/真野
宮奉祝祭」、「大正 9年 7月 20 日真野宮遷宮記念号」(『佐渡日報』より)などによる。 
75) 「大正 9年 7月 20 日真野宮遷宮記念号」(『佐渡日報』より)および前掲『皇太子殿下佐渡行
啓記念誌』所収。 




















大正 3 年(1914)の佐渡郡主催建築講習会の受講につき、3 代目間島杢太郎が記した講習録
である。 
87) 「大正 4年 5月 10 日/木の香薫る上棟祭」(『新潟新聞』〔新潟県立文書館蔵,新潟新聞社発行,
























95) 『近代の神社景観』〔神道文化会編 1998.4〕を参照。 
96) 間島家所蔵。 
「契約書」と題し、昭和 18 年(1943)6 月 20 日付で、3代目間島杢太郎とその弟子である山
本嘉作、高見松蔵の計 3名が、大日本婦人会金澤村支部長小管タマと契約を交わしている。 
97) 詳細は不明である。 
昭和 14 年 10 月 2 日付の手紙において、3代目間島杢太郎の事を「叔父上」と称している。 
98) 「昭和十四年八月十五日」、「明治神宮見取り図」「六十分ノ一」と年紀と題目が記される。そ
して、拝殿の正面の立面図と脇廊下の正面および側面の立面図が縮尺 60 分 1 で描かれ、「拝
























































































































































































伊勢神宮式年遷宮(三重県伊勢市)のほか弥彦神社造営(新潟県西蒲原郡 大正 2・1913 年 3 月-4・




























































































































































営(昭和 30・1955 年-33・1958 年)に関わった。高見松蔵は、昭和 19 年(1944)から 21 年(1946)に
かけて東京光学機械株式会社の工藝課に勤務し、昭和 24 年(1949)に新潟県文部省日本建築学会主
催の木造学校建物規格講習会、北陸耐震委員会主催の耐震建築物構造講習会などを受講し、昭和



















第 1 章 
赤石憲祐,藤澤彰,奥崎智道「近世佐渡における藤井家の建築活動と大工集団について」『日本建築学会技術報告集 第 18
巻,第 38 号』[日本建築学会 2012.2]所収 
 
赤石憲祐,藤澤彰,奥崎智道「藤井家の遺構に見られる絵様と組物の技法について」『日本建築学会技術報告集 第 18 巻,第
39 号』[日本建築学会 2012.6]所収 
 
第 2 章 
奥崎智道,藤澤彰,赤石憲祐「佐渡宮大工 明石家とその建築活動について」『日本建築学会技術報告集 第 19 巻,第 43 号』
[日本建築学会 2013.10]※掲載予定 
 
















奥崎智道,藤澤彰,田束優,赤石憲祐「佐渡宮大工 間島家とその建築活動について」『日本建築学会技術報告集 第 18 巻,第





第 4 章 
奥崎智道,藤澤彰,赤石憲祐「近代佐渡における真野宮御造営と 3代目間島杢太郎について」『日本建築学会計画系論文集 第
78 巻,第 687 号』[日本建築学会 2013.5]所収 
